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コ
、
・
、
ユ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

吉
田
集
会
所
オ
ー
プ
ン

　
市
で
は
、
住
民
の
社
会
教
育
、
生

涯
教
育
の
場
と
し
て
地
区
公
民
館
の

整
備
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
ま
た
同

時
に
、
小
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

　　　　　　　　　覇

完成した吉田集会所

ヨ
ン
の
場
、
語
ら
い
の
場
と
し
て
集

会
所
の
建
設
も
進
め
て
お
り
、
こ
の

ほ
ど
吉
田
集
会
所
が
完
成
し
ま
し
た
．

　
．
あ
集
会
所
は
、
通
産
省
の
工
業

再
配
置
促
進
費
補
助
制
度
に
も
と
づ

き
、
総
工
費
三
千
三
百
八
十
万
円
で

吉
田
山
谷
地
内
に
去
る
七
月
十
九
日

着
工
、
十
月
二
十
日
完
成
．
十
一
月

か
ら
オ
ー
プ
ン
の
運
び
と
な
り
ま
し

た
。　

地
元
で
は
、
吉
田
集
会
所
管
理
組

合
を
設
け
、
自
主
的
な
管
理
運
営
を

進
め
て
い
ま
す
が
、
地
域
の
勤
労
青

少
年
を
は
じ
め
、
婦
人
、
老
人
の
集

い
の
場
と
し
て
、
ま
た
各
種
会
議
、

料
理
講
習
、
講
演
会
、
そ
の
他
冠
婚

葬
祭
、
仕
事
な
ど
生
活
改
善
セ
ン
タ

㎜Fr　轡しご瞬跨費養⑩

謡鯖r群岬　i
　白菜の4～5％の塩で漬けます。

漬け込んで水が上がってきたら食　　　　勇．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　もべられまずが、食べ頃は1週間く　　　　　　　　　’

らいからです。常に木ぶたの上に

水が上がるくらいのおもしをして

ε謂計臼の当たら胤椥　　鷺
　11月頃漬けて翌年2～3月頃まで食べ続けたい場合は2ミ
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が強いと、水分が抜け過ぎてすじっぽくなります。
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集
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瀦
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1
と
し
て
広
く
活
用
さ
れ
る
も
の
と

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

身
障
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で

須
藤
さ
ん
銀
メ
ダ
ル

　
去
る
十
月
＋
五
日
、
青
森
市
で
開

催
さ
れ
た
第
十
三
回
身
体
障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
大
会
全
国
大
会
で
、
須
藤
↓

彦
さ
ん
（
川
治
下
町
三
）
は
銀
メ
ダ

褻

几
を
獲
得
さ
れ
支
し
た

　
須
藤
さ
ん
は
．
幼
少
の
頃
交
通
箏

故
て
左
足
を
切
断
し
主
し
た
か
、
こ

の
大
会
で
百
M
競
走
ド
肢
切
断
者
の

部
に
出
場
し
、
見
事
二
位
に
な
月
た

も
の
’
、
k
す
。

福
島
さ
ん
は

　
洋
裁
部
門
で
金
メ
ダ
ル

　
去
る
十
月
二
十
互
日
か
ら
二
十
七

日
ま
で
、
千
葉
市
で
行
わ
れ
た
全
国

身
体
障
害
者
技
能
競
技
会
の
洋
裁
部

門
で
、
福
島
ク
ニ
江
さ
ん
（
四
日
町

第
一
）
が
金
賞
を
獲
得
、
金
メ
ダ
ル

を
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
同
大
会
は
、
身
体
障
害
者
に
技
能

労
働
者
と
し
て
の
自
信
と
誇
り
を
持

っ
て
も
ら
い
、
社
会
的
地
位
の
向
上

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
は
じ
ま
っ
た

灘
　
社
会
福
祉
事
務
所
は
、
市
役
所
正

面
玄
関
を
入
っ
て
左
側
の
一
番
奥
に

位
置
し
、
三
係
と
日
赤
、
共
募
、
社

協
の
書
記
と
で
つ
ぎ
の
仕
事
を
し
て

い
ま
す
。

　
社
会
係
　
庶
務
全
般
、
予
算
、
経

理
、
市
営
住
宅
入
居
、
建
設
、
青
少

年
問
題
協
議
会
、
保
護
司
事
務
、
児

童
手
当
、
公
務
扶
助
料
、
弔
慰
金
、

軍
人
恩
給
関
係
、
母
子
福
祉
な
ど
。

　
福
祉
係
　
児
童
福
祉
（
保
育
所
入

退
所
、
建
設
、
恵
ま
れ
な
い
児
童
や

知
恵
お
く
れ
児
童
等
の
相
談
、
措
置

の
仕
事
）
　
老
人
福
祉
（
老
人
ク
ラ

ブ
、
老
人
ホ
ー
ム
入
所
、
ね
た
き
り

老
人
、
単
独
老
人
等
の
相
談
や
家
庭

奉
仕
員
の
派
遣
事
業
、
老
人
医
療
関

係
業
務
な
ど
）

　
保
護
係
　
地
区
を
分
担
し
て
担
当

員
が
生
活
保
護
の
仕
事
、
低
所
得
者

家
庭
に
対
す
る
相
談
、
助
言
　
●
身

体
障
害
者
福
祉
で
は
手
帳
の
交
付
や

補
装
具
の
交
付
、
更
生
医
療
や
相
談

助
言
　
●
精
神
薄
弱
者
福
祉
で
は
療

育
手
帳
の
交
付
、
施
設
入
所
手
続
き

相
談
助
言
な
ど
。

　
日
赤
、
社
協
、
共
募
に
つ
い
て
は

専
任
職
員
一
名
で
福
祉
団
体
育
成
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
開
発
、
地
域
福
祉
等

を
行
っ
て
い
ま
す
。
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長
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。
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。
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．
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叙
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オ
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ネ
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．
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秋
．
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％

　
　
　
t

、叫’

、
ノ
マ

ロ

D
ρ
∴
事

も
の
で
す
。

停
電
の
お
知
ら
せ

　
▼
十
一
月
二
＋
一
日
㈲

二
∴
．
．
の
各
一
部
、

二
の
各
｝
部
、
三
和
町

二
十
一
日
㈲

で
、
田
中
町
本
通
り
、

時
半
～
午
後
零
時
半
ま
で
、

　
　
　
　
午
前
九

　
　
　
　
新
座
第

　
本
町
七
丁
目
一
・

　
　
　
▼
十
一
月

午
後
一
時
～
四
時
ま

　
　
田
中
町
東
、

西
の
各
一
部
、
本
町
五
丁
目
の
一
部

▼
十
一
月
二
十
二
日
㈹
　
午
前
八
時

半
～
正
午
ま
で
　
北
鐙
坂
（
上
ノ
山
）

　
▼
十
一
月
二
十
二
日
㈹
　
午
後
】

時
～
四
時
ま
で
、
吉
田
山
谷
　
▼
十

一
月
三
十
日
困
　
午
前
八
時
半
～
正

午
ま
で
　
太
田
島
、
水
堀
、
馬
場
の

一
部
、
中
在
家
、
市
之
沢
、
荒
屋
、

南
雲
、
大
石
　
▼
十
一
月
…
』
十
日
困

原
、
岩
野
、
反
目
、
行
寺

寄
付
あ
り
が
と
う

　
▼
本
町
五
・
六
丁
目
青
年
部
会

、
二
万
円
　
▼
東
北
電
力
　
防
犯
灯
＋

一
個交

通
事
故
防
止
に
百
万
円

　
こ
の
ほ
ど
村
山
正
男
（
伊
達
第
一
）

さ
ん
は
、
交
通
事
故
防
止
に
役
立
て

て
ほ
し
い
と
市
に
百
万
円
寄
付
し
ま

し
た
。

■市勢／人ロ…50，509人（男24，688・女25，821人）／世帯数…”，934／面積…21L44k㎡（10月1日現在）

事やガ瀬き6の痴
　11月23日、織物会館ホールで盛大にeq市民きも

のの集い，，が開催された。これは、織物協同組合

が、よリ多くの市民に、きものの良さを知ってほ

しいと計画したもので、お茶会や琴の温習会、日

本舞踊などの伝統芸を心ゆくまで楽しんだ。
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欝醗嚢懸竃
市役所除雪隊は、24時問勤務体制（半数交替）で

道路交通の確保をはかります。（52年1月）

　最近は、昨年の大冷夏、今年1～2月の大寒冬、8月
の低温、さらに台風の小発生など異常天候が相次いで起
っています。
　11月21日、新潟地方気象台発表の北陸地方3ヵ月予報
によると今冬は寒暖の変動が大きく、12月後半から1月
にかけては時々寒さがきびしく、まとまった雪の降る時
期があるといっています。
　市では、12月1日から雪害対策室を設け、市民生活の
安全と交通の確保につとめていますが、市民のみなさん
から、つぎのことについてご協力をお願いします。

　
道
路
交
通
の
確
保
、
な
だ
れ
に
よ

る
事
故
防
止
、
降
積
雪
の
資
料
収
集
、

そ
の
他
雪
に
よ
る
被
害
の
防
止
及
び

軽
減
を
図
る
た
め
、
十
二
月
一
日
か

ら
市
役
所
に
雪
害
対
策
幹
事
会
と
雪

害
対
策
室
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
雪
害
対
策
室
は
、
総
勢
五
十
八
名

が
除
雪
班
と
庶
務
班
に
分
か
れ
、
雪

害
発
生
の
恐
れ
が
な
く
な
る
ま
で
の

期
間
、
雪
害
及
び
除
雪
に
関
す
る
す

べ
て
の
事
項
を
処
理
し
ま
す
。

　
道
路
除
雪
、
な
だ
れ
防
止
、
流
雪

溝
、
側
溝
等
の
盗
水
に
よ
る
浸
水
防

止
、
災
害
救
助
等
、
雪
害
に
関
す
る

こ
と
は
お
気
軽
に
雪
害
対
策
室
（
市

役
所
三
階
小
会
議
室
）
　
倉
七
ー
三

一
一
一
番
、
内
線
二
六
八
〉
へ
ご
連

絡
下
さ
い
。

　
な
お
、
異
常
豪
雪
等
の
場
合
は
、

防
災
会
議
に
諮
り
、
豪
雪
災
害
対
策

本
部
の
設
置
そ
の
他
雪
害
予
防
に
万

全
を
期
し
ま
す
。

市

盤
裂
置
『

　
市
道
の
除
雪
は
、
第
一
種
、
第
二

種
、
第
三
種
と
区
分
し
、
今
冬
は
総

延
長
二
十
五
・
九
七
キ
・
材
を
除
雪
す
る

計
画
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
計
画
は
、
昨
年
と
比
べ
て

五
・
七
四
キ
。
材
増
え
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
第
二
種
除
雪
と
し
て
丸
山
町
稲

荷
町
線
、
四
日
町
新
田
岡
入
線
、
第

三
種
除
雪
と
し
て
水
沢
地
域
の
枝
線

が
、
そ
れ
ぞ
れ
計
画
対
象
に
な
っ
て

い
る
た
め
で
す
。

　
市
役
所
除
雪
隊
は
、
昼
夜
交
替
で

総
勢
四
十
六
名
編
成
。
ロ
ー
タ
リ
ー

や
高
速
グ
レ
ー
ダ
を
含
め
、
十
四
台

の
除
雪
機
械
を
中
心
に
、
積
雪
の
状

況
に
よ
っ
て
は
午
前
三
時
頃
か
ら
出

動
し
、
冬
期
交
通
を
確
保
し
ま
す
．

国

粒
脚

　
こ
の
ほ
か
の
路
線
に
つ
い
て
も
場

合
に
よ
っ
て
は
、
民
間
保
有
の
除
雪

機
械
を
借
り
あ
げ
、
除
雪
を
進
め
ま

す
。　

ま
た
、
山
間
地
域
で
除
雪
の
で
き

な
い
路
線
に
つ
い
て
は
、
雪
上
車
六

台
に
よ
る
圧
雪
を
は
じ
め
、
そ
の
ほ

か
の
機
械
圧
雪
に
力
を
入
れ
る
ほ
か

雪
上
車
や
ス
ノ
ー
ボ
ー
ト
に
よ
り
急

患
輸
送
体
制
に
万
全
を
期
し
ま
す
．

十日町小

島　　　　　八幡
市民
体青館

驚
ざ’乙へ

口
十日町中

口
p眠卿

十日町駅

　
な
お
、
豪
雪
の
場
合
は
、
生
活
物

資
の
輸
送
、
主
要
幹
線
道
路
の
除
雪

を
重
点
に
進
め
ま
す
。

国
県
態
D
紘
繧
響

　
十
日
町
土
木
事
務
所
で
は
、
・
i

タ
リ
ー
除
雪
車
な
ど
六
十
台
の
除
雪

機
械
を
そ
れ
ぞ
れ
十
日
町
、
津
南
町
、

中
里
村
、
川
西
町
に
配
置
し
、
総
延

長
二
百
三
十
三
詩
㌶
（
昨
年
よ
り
十

七
・
七
キ
。
材
増
）
を
除
雪
し
ま
す
。
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路
上
駐
車
は
絶
対
し
な
い
で
下
さ

い
。
も
し
、
除
雪
作
業
の
た
め
、
路

上
駐
車
禁
止
場
所
に
駐
車
し
て
い
る

車
を
損
傷
し
た
場
合
は
、
そ
の
修
理

代
や
車
を
排
除
さ
せ
る
た
め
に
要
し

た
費
用
等
み
な
さ
ん
の
ご
負
担
に
な

り
ま
す
。

　
な
お
、
路
上
駐
車
禁
止
場
所
は
、

当
該
地
点
に
道
路
標
識
で
表
示
し
て

あ
り
ま
す
が
、
市
及
び
土
木
事
務
所
、

警
察
署
で
は
、
夜
間
パ
ト
・
ー
ル
を

強
化
し
、
路
上
駐
車
を
排
除
す
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

　
新
潟
県
公
安
委
員
会
は
、
通
年
駐

車
禁
止
区
域
の
ほ
か
、
冬
期
臨
時
駐

車
禁
止
区
域
（
別
表
）
を
定
め
ま
し

た
。道

路
に
雪
を
捨
て
な
い
で

　
道
路
に
雪
を
捨
て
る
こ
と
は
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
、
除
雪
や
消

雪
を
し
た
道
路
に
雪
を
捨
て
な
い
で

下
さ
い
。
や
む
を
得
ず
路
上
に
雪
を

お
ろ
す
場
合
は
、
町
内
毎
に
一
斉
に

お
ろ
す
よ
う
日
を
定
め
て
、
土
木
事

務
所
、
市
役
所
雪
害
対
策
室
と
連
絡

を
と
っ
て
実
施
し
て
下
さ
い
。

　
な
お
、
雪
は
路
側
へ
積
み
上
げ
、

車
道
部
は
二
車
線
ま
た
は
一
車
線
を

必
ず
確
保
し
て
下
さ
い
。

自
分
の
家
の
前
は

　
　
　
　
自
分
で
除
雪
を

　
各
戸
の
出
入
口
は
、
除
雪
作
業
で

ふ
さ
が
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

．
こ
迷
惑
で
も
、
各
戸
で
手
直
し
し
、

入
口
の
両
側
に
積
み
上
げ
て
下
さ
い
。

雪
お
ろ
し
に
ご
注
意

　
例
年
、
屋
根
の
雪
お
ろ
し
が
遅
れ

た
た
め
に
、
建
物
が
全
半
壊
す
る
等

の
事
故
が
起
き
て
い
ま
す
。
特
に
雪

お
ろ
し
は
、
早
め
に
行
つ
て
く
だ
さ

　
ま
た
、
最
近
、
屋
根
の
雪
お
ろ
し

の
際
の
転
落
事
故
、
屋
根
か
ら
セ
リ

出
し
た
雪
の
か
た
ま
り
が
落
ち
て
き

て
歩
行
者
が
ケ
ガ
を
す
る
と
い
う
事

故
が
そ
れ
ぞ
れ
増
え
て
い
ま
す
．

　
除
雪
作
業
の
際
は
、
足
場
等
十
分

注
意
す
る
と
共
に
、
屋
根
雪
が
セ
リ

出
し
て
通
行
人
に
危
険
な
状
態
と
な

ら
な
い
よ
う
に
早
め
に
除
去
し
て
下

さ
い
。

　
な
だ
れ
は
新
雪
で
も
発
生
し
ま
す
。

危
険
の
場
所
が
あ
る
と
き
は
、
十
分

注
意
し
、
ま
た
必
要
に
よ
り
な
だ
れ

危
険
標
識
を
設
置
し
て
い
た
だ
き
、

雪
庇
の
排
除
や
う
回
路
の
確
保
な
ど

な
だ
れ
に
よ
る
事
故
防
止
を
図
る
と

共
に
、
特
に
児
童
、
生
徒
の
登
下
校

時
の
安
全
確
保
に
は
特
段
の
ご
配
意

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
な
だ
れ
危
険
標
識
の
破
損

紛
失
等
の
場
合
に
は
、
部
落
に
お
い

て
竹
ざ
お
、
赤
い
布
な
ど
を
利
用
し

て
措
置
し
て
下
さ
い
。

醗

　
毎
年
、
流
雪
溝
や
側
溝
等
の
無
秩

序
な
使
用
に
よ
り
、
水
上
が
り
な
ど

の
溢
水
や
住
宅
浸
水
事
故
が
発
生
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
事
故
を
防
ぐ

た
め
に
は
、
使
用
さ
れ
る
み
な
さ
ん

が
、
お
互
い
に
他
人
の
こ
と
を
考
え
、

時
間
等
決
め
ら
れ
た
ル
ー
ル
を
守
っ

て
使
用
し
て
下
さ
い
。

　
使
用
上
の
注
意

■
流
雪
溝
に
水
が
流
れ
て
い
な
い
と

き
は
、
絶
対
投
入
し
な
い
．

■
流
雪
溝
以
外
の
側
溝
に
は
、
多
少

水
が
流
れ
て
い
て
も
投
入
し
な
い
。

■
流
雪
溝
を
使
用
す
る
際
は
、
割
当

時
間
を
厳
守
し
、
必
要
以
上
に
大
き

な
固
り
を
入
れ
な
い
。

■
一
つ
の
側
溝
口
に
多
人
数
で
同
時

　水道が凍るのを
　　　　　　　防ぎましょう

ll鷲懇灘鍬
　今かρ）つぎのことに心がけて、いつでも水道が使

えるようにしておきましょう。

外に出ている部分に保温材をつけて下さい

　保温材は市販品もあ1）ますが、手近かなものとし

て、布・荒ナワ・フェルトなどをまきつけ、その上

にビ，二一ルなどをまき、水のしみこまないようにし

ます。

　まきつけた物に水がしみこみますと、かえって凍

りゃくすな1）ます。

　また、メーターの箱や水栓柱は、フタをあけ、ビ

ニールのくずや、発泡スチロールをこまかくしてつ

めると効果があります。

じゃロが凍ったとき

　じゃ口が凍ったときは、早めに凍った部分にタオ

ルか雑布をかけ、その上かr）ゆ’）くりと、ぬるま湯

をかけてとかしましょう。急に熱湯をかけると、じ

ゃ口をいためることがあります。

メーターからじゃロまでは、あなたのものです

　じゃ口やそのほかの器具の修理費、漏れの水道料

金はあなたの負担になります。経費を節約するため

にも十分な管理をして下さい。特に漏水は、古い施

設ほど多く出ますが、新しいものでも出ることがあ

ります。漏水を簡単に見つけるには、まず使用して

いるじゃ口、温水器等のセンを全部しめて、メータ

ーを見ます。メーターがまわっていれば、どこかで

漏水していると思って下さい。

霧と嚢i議㊥お無も慧き犠嚢i灘

　ことしも雪と交通のお知らせ板を市内3ヵ所に設

置し、市民のみなさんにお知らせします。

　雪に関する情報（林業試験場十日町試験地や市立

気象観測所から収集した降積雪量や国県道の交通状

況、飯山線の運行状況、バス路線の運行状況など）

は、市役所正面入口、第四銀行前、十日町駅前に設

置する「雪と交通のお知らせ板」で毎日（休日を除

く）お知らせします。

に
雪
を
入
れ
な
い
。

■
使
用
の
際
は
、
下
流
の
こ
と
を
十

分
考
え
、
自
分
勝
手
な
行
為
を
せ
ず
、

係
の
指
示
に
従
う
．

■
作
業
終
了
後
は
、
必
ず
流
雪
溝
の

フ
タ
を
し
て
、
子
ど
も
の
事
故
等
が

起
き
な
い
よ
う
に
す
る
．

消
防
水
利
の
除
雪
に

　
　
　
ご
協
力
下
さ
い
〃
”

　
寒
さ
も
日
増
し
に
厳
し
く
な
り
、

家
庭
で
は
ス
ト
ー
ブ
や
コ
タ
ツ
な
ど

火
気
を
使
う
機
会
が
多
く
な
り
ま
し

た
。
万
一
火
災
が
発
生
し
た
場
合
に

備
え
て
、
雪
お
ろ
し
や
道
路
除
雪
な

ど
に
よ
り
消
火
栓
や
防
火
水
槽
が
埋

ま
る
こ
と
の
な
い
よ
う
除
雪
に
ご
協

力
．
ト
さ
い
。

　
ま
た
、
路
上
駐
車
の
た
め
消
防
車

や
救
急
車
が
通
れ
な
い
所
が
み
ら
れ

ま
す
．
駐
車
の
際
は
消
防
活
動
に
支

障
の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
．

　新鋭のブルドーザを購入

　厳しい冬を迎え、市では道路交通の確保に

対処するため、新鋭の除雪ブルドーザ3台を

購入。今冬の道路除雪に大きな威力を発揮す

ることになりました。

。
き

冬
期
に
向
っ
て
の
火
災
予
防

　
年
末
年
始
や
降
雪
期
に
入
り
、
火

の
使
用
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
特
に

次
の
こ
と
に
注
意
し
、
火
災
予
防
に

万
全
を
期
し
て
下
さ
い
。

●
火
を
使
用
す
る
と
き
は
、
設
備
器

具
に
異
常
が
な
い
か
を
確
め
て
か
ら

使
う
。

●
電
気
コ
タ
ツ
、
電
気
ス
ト
ー
ブ
な

ど
は
、
用
が
す
ん
だ
ら
電
源
を
切
る
．

ガ
ス
ス
ト
ー
ブ
は
元
栓
を
締
め
る
．

●
暖
房
器
具
を
利
用
し
て
洗
濯
物
を

乾
燥
す
る
と
き
は
、
卜
分
注
意
す
る

よ
う
に

●
タ
バ
コ
の
吸
が
ら
は
、
か
な
ら
ず

消
火
し
て
か
ら
灰
皿
に
捨
て
る
．

●
プ
・
パ
ン
ガ
ス
ボ
ン
ベ
の
置
場
な

ど
の
除
雪
を
励
行
し
、
ガ
ス
漏
れ
や

配
管
の
損
傷
を
防
ご
う
．

●
外
出
や
就
寝
前
に
は
、
か
な
ら
ず

火
の
元
の
安
全
を
確
め
る
こ
と
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欝醗嚢懸竃
市役所除雪隊は、24時問勤務体制（半数交替）で

道路交通の確保をはかります。（52年1月）

　最近は、昨年の大冷夏、今年1～2月の大寒冬、8月
の低温、さらに台風の小発生など異常天候が相次いで起
っています。
　11月21日、新潟地方気象台発表の北陸地方3ヵ月予報
によると今冬は寒暖の変動が大きく、12月後半から1月
にかけては時々寒さがきびしく、まとまった雪の降る時
期があるといっています。
　市では、12月1日から雪害対策室を設け、市民生活の
安全と交通の確保につとめていますが、市民のみなさん
から、つぎのことについてご協力をお願いします。

　
道
路
交
通
の
確
保
、
な
だ
れ
に
よ

る
事
故
防
止
、
降
積
雪
の
資
料
収
集
、

そ
の
他
雪
に
よ
る
被
害
の
防
止
及
び

軽
減
を
図
る
た
め
、
十
二
月
一
日
か

ら
市
役
所
に
雪
害
対
策
幹
事
会
と
雪

害
対
策
室
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
雪
害
対
策
室
は
、
総
勢
五
十
八
名

が
除
雪
班
と
庶
務
班
に
分
か
れ
、
雪

害
発
生
の
恐
れ
が
な
く
な
る
ま
で
の

期
間
、
雪
害
及
び
除
雪
に
関
す
る
す

べ
て
の
事
項
を
処
理
し
ま
す
。

　
道
路
除
雪
、
な
だ
れ
防
止
、
流
雪

溝
、
側
溝
等
の
盗
水
に
よ
る
浸
水
防

止
、
災
害
救
助
等
、
雪
害
に
関
す
る

こ
と
は
お
気
軽
に
雪
害
対
策
室
（
市

役
所
三
階
小
会
議
室
）
　
倉
七
ー
三

一
一
一
番
、
内
線
二
六
八
〉
へ
ご
連

絡
下
さ
い
。

　
な
お
、
異
常
豪
雪
等
の
場
合
は
、

防
災
会
議
に
諮
り
、
豪
雪
災
害
対
策

本
部
の
設
置
そ
の
他
雪
害
予
防
に
万

全
を
期
し
ま
す
。

市

盤
裂
置
『

　
市
道
の
除
雪
は
、
第
一
種
、
第
二

種
、
第
三
種
と
区
分
し
、
今
冬
は
総

延
長
二
十
五
・
九
七
キ
・
材
を
除
雪
す
る

計
画
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
計
画
は
、
昨
年
と
比
べ
て

五
・
七
四
キ
。
材
増
え
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
第
二
種
除
雪
と
し
て
丸
山
町
稲

荷
町
線
、
四
日
町
新
田
岡
入
線
、
第

三
種
除
雪
と
し
て
水
沢
地
域
の
枝
線

が
、
そ
れ
ぞ
れ
計
画
対
象
に
な
っ
て

い
る
た
め
で
す
。

　
市
役
所
除
雪
隊
は
、
昼
夜
交
替
で

総
勢
四
十
六
名
編
成
。
ロ
ー
タ
リ
ー

や
高
速
グ
レ
ー
ダ
を
含
め
、
十
四
台

の
除
雪
機
械
を
中
心
に
、
積
雪
の
状

況
に
よ
っ
て
は
午
前
三
時
頃
か
ら
出

動
し
、
冬
期
交
通
を
確
保
し
ま
す
．

国

粒
脚

　
こ
の
ほ
か
の
路
線
に
つ
い
て
も
場

合
に
よ
っ
て
は
、
民
間
保
有
の
除
雪

機
械
を
借
り
あ
げ
、
除
雪
を
進
め
ま

す
。　

ま
た
、
山
間
地
域
で
除
雪
の
で
き

な
い
路
線
に
つ
い
て
は
、
雪
上
車
六

台
に
よ
る
圧
雪
を
は
じ
め
、
そ
の
ほ

か
の
機
械
圧
雪
に
力
を
入
れ
る
ほ
か

雪
上
車
や
ス
ノ
ー
ボ
ー
ト
に
よ
り
急

患
輸
送
体
制
に
万
全
を
期
し
ま
す
．

十日町小

島　　　　　八幡
市民
体青館

驚
ざ’乙へ

口
十日町中

口
p眠卿

十日町駅

　
な
お
、
豪
雪
の
場
合
は
、
生
活
物

資
の
輸
送
、
主
要
幹
線
道
路
の
除
雪

を
重
点
に
進
め
ま
す
。

国
県
態
D
紘
繧
響

　
十
日
町
土
木
事
務
所
で
は
、
・
i

タ
リ
ー
除
雪
車
な
ど
六
十
台
の
除
雪

機
械
を
そ
れ
ぞ
れ
十
日
町
、
津
南
町
、

中
里
村
、
川
西
町
に
配
置
し
、
総
延

長
二
百
三
十
三
詩
㌶
（
昨
年
よ
り
十

七
・
七
キ
。
材
増
）
を
除
雪
し
ま
す
。
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路
上
駐
車
は
絶
対
し
な
い
で
下
さ

い
。
も
し
、
除
雪
作
業
の
た
め
、
路

上
駐
車
禁
止
場
所
に
駐
車
し
て
い
る

車
を
損
傷
し
た
場
合
は
、
そ
の
修
理

代
や
車
を
排
除
さ
せ
る
た
め
に
要
し

た
費
用
等
み
な
さ
ん
の
ご
負
担
に
な

り
ま
す
。

　
な
お
、
路
上
駐
車
禁
止
場
所
は
、

当
該
地
点
に
道
路
標
識
で
表
示
し
て

あ
り
ま
す
が
、
市
及
び
土
木
事
務
所
、

警
察
署
で
は
、
夜
間
パ
ト
・
ー
ル
を

強
化
し
、
路
上
駐
車
を
排
除
す
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

　
新
潟
県
公
安
委
員
会
は
、
通
年
駐

車
禁
止
区
域
の
ほ
か
、
冬
期
臨
時
駐

車
禁
止
区
域
（
別
表
）
を
定
め
ま
し

た
。道

路
に
雪
を
捨
て
な
い
で

　
道
路
に
雪
を
捨
て
る
こ
と
は
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
、
除
雪
や
消

雪
を
し
た
道
路
に
雪
を
捨
て
な
い
で

下
さ
い
。
や
む
を
得
ず
路
上
に
雪
を

お
ろ
す
場
合
は
、
町
内
毎
に
一
斉
に

お
ろ
す
よ
う
日
を
定
め
て
、
土
木
事

務
所
、
市
役
所
雪
害
対
策
室
と
連
絡

を
と
っ
て
実
施
し
て
下
さ
い
。

　
な
お
、
雪
は
路
側
へ
積
み
上
げ
、

車
道
部
は
二
車
線
ま
た
は
一
車
線
を

必
ず
確
保
し
て
下
さ
い
。

自
分
の
家
の
前
は

　
　
　
　
自
分
で
除
雪
を

　
各
戸
の
出
入
口
は
、
除
雪
作
業
で

ふ
さ
が
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

．
こ
迷
惑
で
も
、
各
戸
で
手
直
し
し
、

入
口
の
両
側
に
積
み
上
げ
て
下
さ
い
。

雪
お
ろ
し
に
ご
注
意

　
例
年
、
屋
根
の
雪
お
ろ
し
が
遅
れ

た
た
め
に
、
建
物
が
全
半
壊
す
る
等

の
事
故
が
起
き
て
い
ま
す
。
特
に
雪

お
ろ
し
は
、
早
め
に
行
つ
て
く
だ
さ

　
ま
た
、
最
近
、
屋
根
の
雪
お
ろ
し

の
際
の
転
落
事
故
、
屋
根
か
ら
セ
リ

出
し
た
雪
の
か
た
ま
り
が
落
ち
て
き

て
歩
行
者
が
ケ
ガ
を
す
る
と
い
う
事

故
が
そ
れ
ぞ
れ
増
え
て
い
ま
す
．

　
除
雪
作
業
の
際
は
、
足
場
等
十
分

注
意
す
る
と
共
に
、
屋
根
雪
が
セ
リ

出
し
て
通
行
人
に
危
険
な
状
態
と
な

ら
な
い
よ
う
に
早
め
に
除
去
し
て
下

さ
い
。

　
な
だ
れ
は
新
雪
で
も
発
生
し
ま
す
。

危
険
の
場
所
が
あ
る
と
き
は
、
十
分

注
意
し
、
ま
た
必
要
に
よ
り
な
だ
れ

危
険
標
識
を
設
置
し
て
い
た
だ
き
、

雪
庇
の
排
除
や
う
回
路
の
確
保
な
ど

な
だ
れ
に
よ
る
事
故
防
止
を
図
る
と

共
に
、
特
に
児
童
、
生
徒
の
登
下
校

時
の
安
全
確
保
に
は
特
段
の
ご
配
意

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
な
だ
れ
危
険
標
識
の
破
損

紛
失
等
の
場
合
に
は
、
部
落
に
お
い

て
竹
ざ
お
、
赤
い
布
な
ど
を
利
用
し

て
措
置
し
て
下
さ
い
。

醗

　
毎
年
、
流
雪
溝
や
側
溝
等
の
無
秩

序
な
使
用
に
よ
り
、
水
上
が
り
な
ど

の
溢
水
や
住
宅
浸
水
事
故
が
発
生
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
事
故
を
防
ぐ

た
め
に
は
、
使
用
さ
れ
る
み
な
さ
ん

が
、
お
互
い
に
他
人
の
こ
と
を
考
え
、

時
間
等
決
め
ら
れ
た
ル
ー
ル
を
守
っ

て
使
用
し
て
下
さ
い
。

　
使
用
上
の
注
意

■
流
雪
溝
に
水
が
流
れ
て
い
な
い
と

き
は
、
絶
対
投
入
し
な
い
．

■
流
雪
溝
以
外
の
側
溝
に
は
、
多
少

水
が
流
れ
て
い
て
も
投
入
し
な
い
。

■
流
雪
溝
を
使
用
す
る
際
は
、
割
当

時
間
を
厳
守
し
、
必
要
以
上
に
大
き

な
固
り
を
入
れ
な
い
。

■
一
つ
の
側
溝
口
に
多
人
数
で
同
時

　水道が凍るのを
　　　　　　　防ぎましょう

ll鷲懇灘鍬
　今かρ）つぎのことに心がけて、いつでも水道が使

えるようにしておきましょう。

外に出ている部分に保温材をつけて下さい

　保温材は市販品もあ1）ますが、手近かなものとし

て、布・荒ナワ・フェルトなどをまきつけ、その上

にビ，二一ルなどをまき、水のしみこまないようにし

ます。

　まきつけた物に水がしみこみますと、かえって凍

りゃくすな1）ます。

　また、メーターの箱や水栓柱は、フタをあけ、ビ

ニールのくずや、発泡スチロールをこまかくしてつ

めると効果があります。

じゃロが凍ったとき

　じゃ口が凍ったときは、早めに凍った部分にタオ

ルか雑布をかけ、その上かr）ゆ’）くりと、ぬるま湯

をかけてとかしましょう。急に熱湯をかけると、じ

ゃ口をいためることがあります。

メーターからじゃロまでは、あなたのものです

　じゃ口やそのほかの器具の修理費、漏れの水道料

金はあなたの負担になります。経費を節約するため

にも十分な管理をして下さい。特に漏水は、古い施

設ほど多く出ますが、新しいものでも出ることがあ

ります。漏水を簡単に見つけるには、まず使用して

いるじゃ口、温水器等のセンを全部しめて、メータ

ーを見ます。メーターがまわっていれば、どこかで

漏水していると思って下さい。

霧と嚢i議㊥お無も慧き犠嚢i灘

　ことしも雪と交通のお知らせ板を市内3ヵ所に設

置し、市民のみなさんにお知らせします。

　雪に関する情報（林業試験場十日町試験地や市立

気象観測所から収集した降積雪量や国県道の交通状

況、飯山線の運行状況、バス路線の運行状況など）

は、市役所正面入口、第四銀行前、十日町駅前に設

置する「雪と交通のお知らせ板」で毎日（休日を除

く）お知らせします。

に
雪
を
入
れ
な
い
。

■
使
用
の
際
は
、
下
流
の
こ
と
を
十

分
考
え
、
自
分
勝
手
な
行
為
を
せ
ず
、

係
の
指
示
に
従
う
．

■
作
業
終
了
後
は
、
必
ず
流
雪
溝
の

フ
タ
を
し
て
、
子
ど
も
の
事
故
等
が

起
き
な
い
よ
う
に
す
る
．

消
防
水
利
の
除
雪
に

　
　
　
ご
協
力
下
さ
い
〃
”

　
寒
さ
も
日
増
し
に
厳
し
く
な
り
、

家
庭
で
は
ス
ト
ー
ブ
や
コ
タ
ツ
な
ど

火
気
を
使
う
機
会
が
多
く
な
り
ま
し

た
。
万
一
火
災
が
発
生
し
た
場
合
に

備
え
て
、
雪
お
ろ
し
や
道
路
除
雪
な

ど
に
よ
り
消
火
栓
や
防
火
水
槽
が
埋

ま
る
こ
と
の
な
い
よ
う
除
雪
に
ご
協

力
．
ト
さ
い
。

　
ま
た
、
路
上
駐
車
の
た
め
消
防
車

や
救
急
車
が
通
れ
な
い
所
が
み
ら
れ

ま
す
．
駐
車
の
際
は
消
防
活
動
に
支

障
の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
．

　新鋭のブルドーザを購入

　厳しい冬を迎え、市では道路交通の確保に

対処するため、新鋭の除雪ブルドーザ3台を

購入。今冬の道路除雪に大きな威力を発揮す

ることになりました。

。
き

冬
期
に
向
っ
て
の
火
災
予
防

　
年
末
年
始
や
降
雪
期
に
入
り
、
火

の
使
用
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
特
に

次
の
こ
と
に
注
意
し
、
火
災
予
防
に

万
全
を
期
し
て
下
さ
い
。

●
火
を
使
用
す
る
と
き
は
、
設
備
器

具
に
異
常
が
な
い
か
を
確
め
て
か
ら

使
う
。

●
電
気
コ
タ
ツ
、
電
気
ス
ト
ー
ブ
な

ど
は
、
用
が
す
ん
だ
ら
電
源
を
切
る
．

ガ
ス
ス
ト
ー
ブ
は
元
栓
を
締
め
る
．

●
暖
房
器
具
を
利
用
し
て
洗
濯
物
を

乾
燥
す
る
と
き
は
、
卜
分
注
意
す
る

よ
う
に

●
タ
バ
コ
の
吸
が
ら
は
、
か
な
ら
ず

消
火
し
て
か
ら
灰
皿
に
捨
て
る
．

●
プ
・
パ
ン
ガ
ス
ボ
ン
ベ
の
置
場
な

ど
の
除
雪
を
励
行
し
、
ガ
ス
漏
れ
や

配
管
の
損
傷
を
防
ご
う
．

●
外
出
や
就
寝
前
に
は
、
か
な
ら
ず

火
の
元
の
安
全
を
確
め
る
こ
と



ー
、
℃
℃

（4）

とお∬93（第3種郵便物認可）紹和52年12月10日

岩
野
地
内
に
管
理
棟
完
成

　
　
墓
礎
集
落
圏
防
雪
体
制
整
備
事
業

　
こ
の
ほ
ど
、
基
礎
集
落
圏
防
雪
体

制
整
備
事
業
と
し
て
、
岩
野
地
内
に

管
理
棟
が
完
成
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
冬
期
道
路
交
通
確
保
を

は
じ
め
と
し
た
雪
の
克
服
、
防
雪
体完成間近かの管理棟（12月6日）

制
整
備
の
一
環
と
し
て
進
め
ら
れ
て

い
る
も
の
で
、
二
ヵ
年
継
続
事
業
で

今
年
度
は
下
条
地
区
に
、
来
年
度
は

吉
田
地
区
に
そ
れ
ぞ
れ
管
理
棟
な
ど

を
建
設
し
、
冬
場
の
生
活
不
安
を
少

し
で
も
解
消
し
よ
う
と
い
う
も
の
で

す
。

　
今
回
完
成
し
た
ド
条
岩
野
地
内
の

管
理
棟
は
、
九
月
下
旬
に
着
工
し
た

も
の
で
、
鉄
骨
造
一
部
二
階
建
、
総

面
積
二
百
平
方
材
の
建
物
で
、
防
雪

会
議
、
研
修
及
び
講
習
会
等
に
利
用

で
き
る
集
会
施
設
や
事
務
室
兼
情
報

管
理
室
を
備
え
る
一
方
、
車
庫
は
除

雪
機
械
二
台
と
雪
上
車
一
台
が
配
置

で
き
る
ス
ペ
ー
ス
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
管
理
棟
は
、
簡
易
保
険
の
融

　
雪
害
の
予
防
と
除
雪
の
資
料
と
す
る
た
め
、

市
立
気
象
観
測
所
と
林
業
試
験
場
十
日
町
試
験

地
及
び
小
泉
農
業
気
象
観
測
所
か
ら
、
降
雪
量

等
、
毎
日
収
集
し
て
い
ま
す
。

市
立
気
象
観
測
所

飛
渡
第
一
小
学
校

東
下
組
小
学
校

真
　
田
　
小
　
学
　
校

八
　
箇
　
小
、
学
　
校

馬
場
小
珠
田
分
校

六
箇
小
塩
之
又
分
校

下
　
条
　
中
　
学
　
校

中
　
条
　
中
　
学
　
校

馬
　
場
　
小
　
学
　
校

水
　
沢
　
中
　
学
　
校

六
　
箇
　
小
　
学
　
校

名
ヶ
　
山
小
学
校

飛
渡
第
二
小
学
校

飛
渡
第
二
小
枯
木
又
分
校

野
　
中
　
小
　
学
　
校

大
　
池
　
小
　
学
　
校

林業試験場における過去5年間の

　　　　雪　の　諸　記　録

山間地域に保安要員を委嘱

　市では、今年度も30人（33部落）の冬期集落保安要員を

委嘱配置しました。

　この制度は、冬期間孤立状態を余儀なくされる集落を対

象に、住民の安全と生活環境の維持向上を図ることを目的

として設けられたものです。

　保安要員は、12月1日から3月31日までの四ヵ月間配置

され、主要生活道路の圧雪等による交通の確保、救急患者

の輸送または医師の往診の送迎の協力等に活躍します。

　なお、これらについては、従来部落住民の相互扶助の精

神によって実施されてきたものであり、保安要員だけの責

任とせず、地域住民の特段のご協力をお願いします。

　　　保安要員の設置集落、氏名はつぎのとおり

（津池）小林賢祐（菅沼）庭野熊蔵（大池）高橋九平（赤

倉）庭野辰栄（山新田）水落仁作（小貫）庭野友治（東枯

木又）山田栄（西枯木又）春日努（三ツ山）大津仁（上田

原）津畑光男（池谷・入山）大島誠次・曾根貢（般坂）徳

永昭一郎（塩ノ又）桑原寛（鉢1・2）尾身正作（中手）

江村武治（中平）尾身正徳（名ヶ山）小海友作・小海英郎

（慶地）小宮山文二（二子）水落象次郎（願入）水落宏（塩

野）樋口五郎吉（池之尻）山崎徳一（漆島）佐藤修一（池

沢）佐藤勝徳（野中）村山勇吉（鍬柄沢）桑原宣一（南雲）

飯塚常勇（珠川1～4）金沢進

　　第1回特別豪雪地帯対策促進
　　　　　　全国大会を開催
　全国特別豪雪地帯市町村協議会（春日由三会長）では、

去る12月2日、東京麹町会館で、第1回対策促進全国大会

を開催。特豪法はじめ関係制度改善の実現、特豪地帯対策

関係予算の大幅増額を目的に、関係市町村（207市町村）の

一致結束を図り、強力な運動を展開することを決めました。

資
を
受
け
て
い
ま
す
．

　
ま
た
、
来
年
度
の
吉
田
地
区
に
つ

い
て
は
、
十
日
町
橋
近
辺
に
鉄
骨
造

一
階
建
、
総
面
積
二
百
平
方
材
の
管

理
棟
を
建
設
す
る
計
画
で
す
。

分
類

　
　
　
『

　
　
　
～

初雪 終雪
根　　　　　　雪

雪日数

積雪深

初日 終日 期間 極㎝ 月日

S
4
7

～48
11月21日 3月27日 12月12日 4月5日 115日 72日 121 3・7

48～49 11月18日 4月3日 11月19日 4月25日 158日 104日 301 2・13

49～50 11月13日 4月2日 12月6日 4月17日 133日 90日 260 3・2

50～51 11月24日 3月23日 12月16日 4月15日 122日 78日 264 1．27

51～52 11月15日 4月3日 12月26日 4月19日 115日 78日 315 2・6

年
金
制
度
は
通
算
さ
れ
ま
す

　
わ
が
国
で
は
、
本
人
の
職
業
に
よ

り
加
入
す
る
年
金
制
度
が
異
な
っ
て

お
り
、
老
齢
（
退
職
）
年
金
を
受
け

る
た
め
に
は
ふ
つ
う
厚
生
年
金
や
共

済
組
合
な
ど
で
二
十
年
、
国
民
年
金

で
二
十
五
年
、
そ
の
制
度
に
加
入
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
栓
会
事
情
が
大
き
く

変
化
し
た
今
日
で
は
、
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
か
ら
自
営
業
へ
…
な
ど
と
転
職
す

る
の
が
珍
し
い
こ
と
で
は
な
く
な
り

ま
し
た
。

　
剛
こ
う
し
た
い
く
つ
も
の
年
金
制
度

を
渡
り
歩
い
た
場
合
、
そ
れ
ぞ
れ
の

年
金
を
受
け
る
の
に
必
要
な
年
数
を

瀦
た
せ
な
く
な
っ
て
も
、
公
的
年
金

の
加
入
期
間
を
合
わ
せ
て
二
十
五
年

（
国
民
年
金
以
外
の
加
入
期
間
の
み

の
場
合
は
二
十
年
）
以
上
あ
れ
ば
、

そ
れ
ぞ
れ
の
年
金
制
度
か
ら
そ
の
加

入
期
間
に
見
合
う
通
算
老
齢
年
金
が

支
給
さ
れ
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま

す
。　

こ
の
よ
う
に
、
複
数
の
年
金
鰯
度

を
つ
な
い
で
年
金
が
受
け
ら
れ
る
仕

組
み
を
通
算
年
金
制
度
ど
い
い
、
こ

の
仕
総
み
で
受
け
ら
れ
る
年
金
に
は

老
齢
、
隊
害
、
、
選
族
（
躍
民
年
金
の

議
　　蕪搬綱度は通算きれ家す

　　　　　o
　　　　　　の

「雪国の生活について」作文募集！7

　また、同会では、つぎのとおり作文を募集しています。

参加資格　市内に居住する小学生曳5年生以上）及び中学生

題名　雪国の生活について（雪国での生活の様子や雪害の

防止方法などについて）

作文のまとめ方①400字づめの原稿用紙で小学生は3枚

以内、中学生は5枚以内②住所、氏名、学校名、学年を書

くこと

作文の送り先　十日町市役所総務課

しめ切り　昭和53年2月末日

場
合
は
遺
児
）
の
各
年
金
が
あ
り
ま

す
。　

こ
の
通
算
制
度
に
は
、
ひ
と
つ
の

制
度
に
｝
年
以
上
加
入
し
て
い
る
こ

と
と
か
、
年
金
を
受
け
る
資
格
期
問

に
つ
い
て
も
生
年
月
日
に
よ
り
、
そ

の
期
間
が
十
年
か
ら
二
十
四
年
（
国

民
年
金
以
外
の
み
の
場
合
は
十
年
か

ら
十
九
年
）
に
短
縮
さ
れ
る
な
ど
の

き
ま
り
が
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
こ
の
制
度
も
会
社
や
工

場
な
ど
を
や
め
た
ら
市
役
所
市
民
課

で
、
国
民
年
金
へ
の
加
入
手
続
き
を

忘
れ
ず
に
行
わ
な
い
と
、
将
来
年
金

を
受
け
ら
れ
な
い
事
態
が
起
こ
る
恐

れ
も
あ
り
ま
す
。

今
ま
で
働
い
て
い
た
工
場
や
会
社

の
厚
生
年
金
被
保
険
者
証
を
提
示
し
、

そ
の
勤
務
期
間
、
勤
務
年
月
日
等
を

は
っ
き
り
と
正
確
に
窓
口
で
述
べ
、

確
実
に
年
金
受
給
を
確
保
し
て
く
だ

さ
い
。

（第3種郵便物認可）昭和52年12月10日

染
色
な
ど
汚
水
排
出

　
　
　
施
設
の
届
出
を
強
化

　
最
近
、
水
質
汚
濁
防
止
法
に
係
る

特
定
施
設
の
届
出
を
し
な
い
で
、
染

色
、
捺
染
、
精
練
な
ど
汚
水
を
排
出

す
る
工
場
、
事
業
場
（
内
職
も
含
む
）

が
増
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
十
日
町
保
健
所
は
汚

水
排
出
施
設
（
特
定
施
設
）
の
届
出

を
、
κ
士
』
年
一
月
よ
り
法
に
定
め

ら
れ
て
い
る
通
り
厳
し
く
適
用
し
、

汚
水
公
害
に
対
す
る
姿
勢
を
強
化
す

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
市
内
の
河
川
の
汚
濁
が

著
し
く
進
行
し
て
い
る
中
で
、
水
質

汚
濁
防
止
法
の
主
旨
に
基
き
、
生
活

環
境
を
保
全
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
た
酵
ア

　
　
　
　
　
　
糸
め
て

　
　
　
　
　
　
　
た
し

　
水
質
汚
濁
防
止
法
に
よ
る
と
、
汚

水
を
排
出
す
る
特
定
施
設
を
設
置
し

て
事
業
を
行
お
う
と
す
る
場
合
は
、

工
事
着
工
六
十
日
前
に
屈
出
を
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
．
施
設
の
内
部

の
構
造
等
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
場

合
も
、
六
十
日
前
に
届
出
を
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
他
の
事
業
者
が
操
業
し
て

い
た
施
設
を
譲
り
受
け
、
ま
た
は
借

り
受
け
て
使
用
す
る
場
合
（
承
継
）

等
も
三
十
日
以
内
に
届
出
を
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
た
め
、
十
日
町
保
健
所
、
市

役
所
環
境
課
で
は
、
別
表
の
と
お
り

水
質
汚
濁
防
止
法
に
指
定
す
る
事
業

を
行
お
う
と
す
る
場
合
は
早
目
に
届

出
を
す
る
よ
う
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　
届
出
用
紙
等
、
届
出
に
関
す
る
こ

と
は
市
役
所
環
境
課
が
窓
口
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
特
に
著
し
い
騒
音
を
発
生

す
る
機
械
を
、
法
律
で
定
め
て
「
特

定
施
設
」
と
い
い
、
織
機
は
も
ち
ろ

ん
、
撚
糸
機
、
木
工
加
工
機
械
、
バ

ー
ナ
ー
な
ど
二
十
三
項
目
四
十
二
種

類
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
　
（
別
表

を
参
照
）

　
こ
れ
ら
の
施
設
を
有
し
、
法
律
で

定
め
ら
れ
た
地
域
（
市
内
で
は
東
西

は
山
裾
～
信
濃
川
、
南
北
は
羽
根
川

届出の必要な主な施設

種　類 規格などの説明 種　類 規格などの説明

織　　機 原動機を使用するもの バーナー
燃焼能力が重油換算
で1時間当たり152
以上のもの

撚糸機 すべてのもの 遠心分離機 直径L2m以上のもの

帯のこ盤
原動機の定格出力が
0．75酬以上のもの

ポン　プ
原動機の定格出力が

3．75酬以上のもの

丸のこ盤 〃 研摩機 工具用を除く

かんな盤 〃
クーリン

タワワー

原動機の定格出力が

0．75酬以上のもの

印刷機械 すべてのもの

すべてのもの圧縮機
原動機の定格出力が
3．75酬以上のもの

冷凍機
往復動式
ロータリ
ー式また
は遠心式

送風機 〃

のものに
限る
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届出の必要な施設

～
下
大
井
田
川
に
囲
ま
れ
た
区
域
）

に
存
在
す
る
工
場
や
事
業
場
は
、
市

長
に
対
し
て
届
出
を
し
な
け
れ
ば
な

類種の出届

　　　　　　　　　　染色槙・染愈機・図柄・1
　　　　　染色施設
　　　　　　　　　　不要の染料・犠料等を灘

　　　　　　　　　　天然繊維中の不純物、製コ

織物燦麟檬練機は斎に付驚もた漁秀奪蓼蓼

　　　　　　及び　　悔ソーダ、ソーダ灰およ1

　　　　　糖擦櫨　轟オ》畿た纏瀞イオン鵜

　　　　　　　　　　して一煮沸蒸解学る濾設　’“

種　類 届出期限 説　　　　　　　　明

設　置届
設置工場をはじめ
る30日前

昭和47年4月1日以後に特定
施設を設置している場合

使　用　届 昭和47年4月30日
昭和47年4月1日以前に特定
施設を設置している場合

施設の数等
の変更届

変更のための工事
をはじめる30日前

施設の種類を変えたり、数を
倍加したりする場合

防止の方法
変更届

同　　上
機械やそれに付随する工場建
築物を変更しようとする場合

氏名変更届
係る事項が生じた

3σ日後までに

届出者の氏名や住所が変わっ
た場合

承　継　届 同　　上 相続や合併などした場合

全　廃　届 同　　上
特定施設のすべての使用を廃
止した場合

類種の出届

　　　　説　　　　　　　　　明

特定施設を設置しようとする場合で、工事着工

予定βの60日前に届出をしなければならない。

施設が特建雄設となった際、現にその櫨設を設

醗しているものであって、当該施設が特定驚設

となった日から30日以内紘届出をし棲ければな

らない。

特定鷹設の種類、構造及び使絹の方法や廼理の

方法さらに群出水の汚染状態及び量を変更しよ

うとする場合で、60紹荊に届出をしなけれ嚥な

らない。

特定施設のすべての優嗣を廃止した場合で，そ

のβから3⑧β以内に届出をしなければならない◎

工場名及び代表考の氏名が変更きれる揚倉で、

そのβから30日以内に届出をしなければならない。一

特定施設を譲り受け、又纏倦ゆ受け鵡場含で、

その承継があったβから釦β以内に籟樹をしな

ければならない。

類

届
　
　
届

置
　
　
用

種
．
設
　
寵

構造変更届

使屠廃丘届

氏名変更届

届継承

り
甕
禦
こ
た
る
と
罰
金
を
矯
購
韓
騰
蹴
墾

科
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
　
　
公
害
係
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

「…㎜V玉顯禰蚤論麗”　＾～㎜〉

　昭和52年工業統計調査が12月31日現在で実施されます。この調査

は明治42年かド）始められた伝統ある調査であり、国全体の製造業の

すがたや製造業活動の状況を明らかにすることを目的としています。

調査結果は国民生活の広い分野で活用されていますが、提出された

調査票は統計以外の目的に使用されることはありませんので、是非

1ご協力をお願いします。なお、後日調査員がお伺いしますので、指
ζ
）定された期日までにお渡し下さるようお願いします。
ヨ

1　　　　昭和51年工業統計調査結果（繊維工業）

繊維製造品出荷額等 県計に占める割合

県　　計 31，233，102万円 100　％

十日町市 8，313，319 26．6
五　泉　市 5，342，409 17．1
見　附　市 5，340，437 17．1

栃　尾　市 3，395，855 10．9
加　茂　市 1，217，324 3．9

その他市町村 7，623，758 24．4



ー
、
℃
℃
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岩
野
地
内
に
管
理
棟
完
成

　
　
墓
礎
集
落
圏
防
雪
体
制
整
備
事
業

　
こ
の
ほ
ど
、
基
礎
集
落
圏
防
雪
体

制
整
備
事
業
と
し
て
、
岩
野
地
内
に

管
理
棟
が
完
成
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
冬
期
道
路
交
通
確
保
を

は
じ
め
と
し
た
雪
の
克
服
、
防
雪
体完成間近かの管理棟（12月6日）

制
整
備
の
一
環
と
し
て
進
め
ら
れ
て

い
る
も
の
で
、
二
ヵ
年
継
続
事
業
で

今
年
度
は
下
条
地
区
に
、
来
年
度
は

吉
田
地
区
に
そ
れ
ぞ
れ
管
理
棟
な
ど

を
建
設
し
、
冬
場
の
生
活
不
安
を
少

し
で
も
解
消
し
よ
う
と
い
う
も
の
で

す
。

　
今
回
完
成
し
た
ド
条
岩
野
地
内
の

管
理
棟
は
、
九
月
下
旬
に
着
工
し
た

も
の
で
、
鉄
骨
造
一
部
二
階
建
、
総

面
積
二
百
平
方
材
の
建
物
で
、
防
雪

会
議
、
研
修
及
び
講
習
会
等
に
利
用

で
き
る
集
会
施
設
や
事
務
室
兼
情
報

管
理
室
を
備
え
る
一
方
、
車
庫
は
除

雪
機
械
二
台
と
雪
上
車
一
台
が
配
置

で
き
る
ス
ペ
ー
ス
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
管
理
棟
は
、
簡
易
保
険
の
融

　
雪
害
の
予
防
と
除
雪
の
資
料
と
す
る
た
め
、

市
立
気
象
観
測
所
と
林
業
試
験
場
十
日
町
試
験

地
及
び
小
泉
農
業
気
象
観
測
所
か
ら
、
降
雪
量

等
、
毎
日
収
集
し
て
い
ま
す
。

市
立
気
象
観
測
所

飛
渡
第
一
小
学
校

東
下
組
小
学
校

真
　
田
　
小
　
学
　
校

八
　
箇
　
小
、
学
　
校

馬
場
小
珠
田
分
校

六
箇
小
塩
之
又
分
校

下
　
条
　
中
　
学
　
校

中
　
条
　
中
　
学
　
校

馬
　
場
　
小
　
学
　
校

水
　
沢
　
中
　
学
　
校

六
　
箇
　
小
　
学
　
校

名
ヶ
　
山
小
学
校

飛
渡
第
二
小
学
校

飛
渡
第
二
小
枯
木
又
分
校

野
　
中
　
小
　
学
　
校

大
　
池
　
小
　
学
　
校

林業試験場における過去5年間の

　　　　雪　の　諸　記　録

山間地域に保安要員を委嘱

　市では、今年度も30人（33部落）の冬期集落保安要員を

委嘱配置しました。

　この制度は、冬期間孤立状態を余儀なくされる集落を対

象に、住民の安全と生活環境の維持向上を図ることを目的

として設けられたものです。

　保安要員は、12月1日から3月31日までの四ヵ月間配置

され、主要生活道路の圧雪等による交通の確保、救急患者

の輸送または医師の往診の送迎の協力等に活躍します。

　なお、これらについては、従来部落住民の相互扶助の精

神によって実施されてきたものであり、保安要員だけの責

任とせず、地域住民の特段のご協力をお願いします。

　　　保安要員の設置集落、氏名はつぎのとおり

（津池）小林賢祐（菅沼）庭野熊蔵（大池）高橋九平（赤

倉）庭野辰栄（山新田）水落仁作（小貫）庭野友治（東枯

木又）山田栄（西枯木又）春日努（三ツ山）大津仁（上田

原）津畑光男（池谷・入山）大島誠次・曾根貢（般坂）徳

永昭一郎（塩ノ又）桑原寛（鉢1・2）尾身正作（中手）

江村武治（中平）尾身正徳（名ヶ山）小海友作・小海英郎

（慶地）小宮山文二（二子）水落象次郎（願入）水落宏（塩

野）樋口五郎吉（池之尻）山崎徳一（漆島）佐藤修一（池

沢）佐藤勝徳（野中）村山勇吉（鍬柄沢）桑原宣一（南雲）

飯塚常勇（珠川1～4）金沢進

　　第1回特別豪雪地帯対策促進
　　　　　　全国大会を開催
　全国特別豪雪地帯市町村協議会（春日由三会長）では、

去る12月2日、東京麹町会館で、第1回対策促進全国大会

を開催。特豪法はじめ関係制度改善の実現、特豪地帯対策

関係予算の大幅増額を目的に、関係市町村（207市町村）の

一致結束を図り、強力な運動を展開することを決めました。

資
を
受
け
て
い
ま
す
．

　
ま
た
、
来
年
度
の
吉
田
地
区
に
つ

い
て
は
、
十
日
町
橋
近
辺
に
鉄
骨
造

一
階
建
、
総
面
積
二
百
平
方
材
の
管

理
棟
を
建
設
す
る
計
画
で
す
。

分
類

　
　
　
『

　
　
　
～

初雪 終雪
根　　　　　　雪

雪日数

積雪深

初日 終日 期間 極㎝ 月日

S
4
7

～48
11月21日 3月27日 12月12日 4月5日 115日 72日 121 3・7

48～49 11月18日 4月3日 11月19日 4月25日 158日 104日 301 2・13

49～50 11月13日 4月2日 12月6日 4月17日 133日 90日 260 3・2

50～51 11月24日 3月23日 12月16日 4月15日 122日 78日 264 1．27

51～52 11月15日 4月3日 12月26日 4月19日 115日 78日 315 2・6

年
金
制
度
は
通
算
さ
れ
ま
す

　
わ
が
国
で
は
、
本
人
の
職
業
に
よ

り
加
入
す
る
年
金
制
度
が
異
な
っ
て

お
り
、
老
齢
（
退
職
）
年
金
を
受
け

る
た
め
に
は
ふ
つ
う
厚
生
年
金
や
共

済
組
合
な
ど
で
二
十
年
、
国
民
年
金

で
二
十
五
年
、
そ
の
制
度
に
加
入
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
栓
会
事
情
が
大
き
く

変
化
し
た
今
日
で
は
、
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
か
ら
自
営
業
へ
…
な
ど
と
転
職
す

る
の
が
珍
し
い
こ
と
で
は
な
く
な
り

ま
し
た
。

　
剛
こ
う
し
た
い
く
つ
も
の
年
金
制
度

を
渡
り
歩
い
た
場
合
、
そ
れ
ぞ
れ
の

年
金
を
受
け
る
の
に
必
要
な
年
数
を

瀦
た
せ
な
く
な
っ
て
も
、
公
的
年
金

の
加
入
期
間
を
合
わ
せ
て
二
十
五
年

（
国
民
年
金
以
外
の
加
入
期
間
の
み

の
場
合
は
二
十
年
）
以
上
あ
れ
ば
、

そ
れ
ぞ
れ
の
年
金
制
度
か
ら
そ
の
加

入
期
間
に
見
合
う
通
算
老
齢
年
金
が

支
給
さ
れ
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま

す
。　

こ
の
よ
う
に
、
複
数
の
年
金
鰯
度

を
つ
な
い
で
年
金
が
受
け
ら
れ
る
仕

組
み
を
通
算
年
金
制
度
ど
い
い
、
こ

の
仕
総
み
で
受
け
ら
れ
る
年
金
に
は

老
齢
、
隊
害
、
、
選
族
（
躍
民
年
金
の

議
　　蕪搬綱度は通算きれ家す

　　　　　o
　　　　　　の

「雪国の生活について」作文募集！7

　また、同会では、つぎのとおり作文を募集しています。

参加資格　市内に居住する小学生曳5年生以上）及び中学生

題名　雪国の生活について（雪国での生活の様子や雪害の

防止方法などについて）

作文のまとめ方①400字づめの原稿用紙で小学生は3枚

以内、中学生は5枚以内②住所、氏名、学校名、学年を書

くこと

作文の送り先　十日町市役所総務課

しめ切り　昭和53年2月末日

場
合
は
遺
児
）
の
各
年
金
が
あ
り
ま

す
。　

こ
の
通
算
制
度
に
は
、
ひ
と
つ
の

制
度
に
｝
年
以
上
加
入
し
て
い
る
こ

と
と
か
、
年
金
を
受
け
る
資
格
期
問

に
つ
い
て
も
生
年
月
日
に
よ
り
、
そ

の
期
間
が
十
年
か
ら
二
十
四
年
（
国

民
年
金
以
外
の
み
の
場
合
は
十
年
か

ら
十
九
年
）
に
短
縮
さ
れ
る
な
ど
の

き
ま
り
が
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
こ
の
制
度
も
会
社
や
工

場
な
ど
を
や
め
た
ら
市
役
所
市
民
課

で
、
国
民
年
金
へ
の
加
入
手
続
き
を

忘
れ
ず
に
行
わ
な
い
と
、
将
来
年
金

を
受
け
ら
れ
な
い
事
態
が
起
こ
る
恐

れ
も
あ
り
ま
す
。

今
ま
で
働
い
て
い
た
工
場
や
会
社

の
厚
生
年
金
被
保
険
者
証
を
提
示
し
、

そ
の
勤
務
期
間
、
勤
務
年
月
日
等
を

は
っ
き
り
と
正
確
に
窓
口
で
述
べ
、

確
実
に
年
金
受
給
を
確
保
し
て
く
だ

さ
い
。
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染
色
な
ど
汚
水
排
出

　
　
　
施
設
の
届
出
を
強
化

　
最
近
、
水
質
汚
濁
防
止
法
に
係
る

特
定
施
設
の
届
出
を
し
な
い
で
、
染

色
、
捺
染
、
精
練
な
ど
汚
水
を
排
出

す
る
工
場
、
事
業
場
（
内
職
も
含
む
）

が
増
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
十
日
町
保
健
所
は
汚

水
排
出
施
設
（
特
定
施
設
）
の
届
出

を
、
κ
士
』
年
一
月
よ
り
法
に
定
め

ら
れ
て
い
る
通
り
厳
し
く
適
用
し
、

汚
水
公
害
に
対
す
る
姿
勢
を
強
化
す

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
市
内
の
河
川
の
汚
濁
が

著
し
く
進
行
し
て
い
る
中
で
、
水
質

汚
濁
防
止
法
の
主
旨
に
基
き
、
生
活

環
境
を
保
全
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
た
酵
ア

　
　
　
　
　
　
糸
め
て

　
　
　
　
　
　
　
た
し

　
水
質
汚
濁
防
止
法
に
よ
る
と
、
汚

水
を
排
出
す
る
特
定
施
設
を
設
置
し

て
事
業
を
行
お
う
と
す
る
場
合
は
、

工
事
着
工
六
十
日
前
に
屈
出
を
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
．
施
設
の
内
部

の
構
造
等
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
場

合
も
、
六
十
日
前
に
届
出
を
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
他
の
事
業
者
が
操
業
し
て

い
た
施
設
を
譲
り
受
け
、
ま
た
は
借

り
受
け
て
使
用
す
る
場
合
（
承
継
）

等
も
三
十
日
以
内
に
届
出
を
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
た
め
、
十
日
町
保
健
所
、
市

役
所
環
境
課
で
は
、
別
表
の
と
お
り

水
質
汚
濁
防
止
法
に
指
定
す
る
事
業

を
行
お
う
と
す
る
場
合
は
早
目
に
届

出
を
す
る
よ
う
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　
届
出
用
紙
等
、
届
出
に
関
す
る
こ

と
は
市
役
所
環
境
課
が
窓
口
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
特
に
著
し
い
騒
音
を
発
生

す
る
機
械
を
、
法
律
で
定
め
て
「
特

定
施
設
」
と
い
い
、
織
機
は
も
ち
ろ

ん
、
撚
糸
機
、
木
工
加
工
機
械
、
バ

ー
ナ
ー
な
ど
二
十
三
項
目
四
十
二
種

類
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
　
（
別
表

を
参
照
）

　
こ
れ
ら
の
施
設
を
有
し
、
法
律
で

定
め
ら
れ
た
地
域
（
市
内
で
は
東
西

は
山
裾
～
信
濃
川
、
南
北
は
羽
根
川

届出の必要な主な施設

種　類 規格などの説明 種　類 規格などの説明

織　　機 原動機を使用するもの バーナー
燃焼能力が重油換算
で1時間当たり152
以上のもの

撚糸機 すべてのもの 遠心分離機 直径L2m以上のもの

帯のこ盤
原動機の定格出力が
0．75酬以上のもの

ポン　プ
原動機の定格出力が

3．75酬以上のもの

丸のこ盤 〃 研摩機 工具用を除く

かんな盤 〃
クーリン

タワワー

原動機の定格出力が

0．75酬以上のもの

印刷機械 すべてのもの

すべてのもの圧縮機
原動機の定格出力が
3．75酬以上のもの

冷凍機
往復動式
ロータリ
ー式また
は遠心式

送風機 〃

のものに
限る

＆rお∬93（5）

届出の必要な施設

～
下
大
井
田
川
に
囲
ま
れ
た
区
域
）

に
存
在
す
る
工
場
や
事
業
場
は
、
市

長
に
対
し
て
届
出
を
し
な
け
れ
ば
な

類種の出届

　　　　　　　　　　染色槙・染愈機・図柄・1
　　　　　染色施設
　　　　　　　　　　不要の染料・犠料等を灘

　　　　　　　　　　天然繊維中の不純物、製コ

織物燦麟檬練機は斎に付驚もた漁秀奪蓼蓼

　　　　　　及び　　悔ソーダ、ソーダ灰およ1

　　　　　糖擦櫨　轟オ》畿た纏瀞イオン鵜

　　　　　　　　　　して一煮沸蒸解学る濾設　’“

種　類 届出期限 説　　　　　　　　明

設　置届
設置工場をはじめ
る30日前

昭和47年4月1日以後に特定
施設を設置している場合

使　用　届 昭和47年4月30日
昭和47年4月1日以前に特定
施設を設置している場合

施設の数等
の変更届

変更のための工事
をはじめる30日前

施設の種類を変えたり、数を
倍加したりする場合

防止の方法
変更届

同　　上
機械やそれに付随する工場建
築物を変更しようとする場合

氏名変更届
係る事項が生じた

3σ日後までに

届出者の氏名や住所が変わっ
た場合

承　継　届 同　　上 相続や合併などした場合

全　廃　届 同　　上
特定施設のすべての使用を廃
止した場合

類種の出届

　　　　説　　　　　　　　　明

特定施設を設置しようとする場合で、工事着工

予定βの60日前に届出をしなければならない。

施設が特建雄設となった際、現にその櫨設を設

醗しているものであって、当該施設が特定驚設

となった日から30日以内紘届出をし棲ければな

らない。

特定鷹設の種類、構造及び使絹の方法や廼理の

方法さらに群出水の汚染状態及び量を変更しよ

うとする場合で、60紹荊に届出をしなけれ嚥な

らない。

特定施設のすべての優嗣を廃止した場合で，そ

のβから3⑧β以内に届出をしなければならない◎

工場名及び代表考の氏名が変更きれる揚倉で、

そのβから30日以内に届出をしなければならない。一

特定施設を譲り受け、又纏倦ゆ受け鵡場含で、

その承継があったβから釦β以内に籟樹をしな

ければならない。

類

届
　
　
届

置
　
　
用

種
．
設
　
寵

構造変更届

使屠廃丘届

氏名変更届

届継承

り
甕
禦
こ
た
る
と
罰
金
を
矯
購
韓
騰
蹴
墾

科
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
　
　
公
害
係
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

「…㎜V玉顯禰蚤論麗”　＾～㎜〉

　昭和52年工業統計調査が12月31日現在で実施されます。この調査

は明治42年かド）始められた伝統ある調査であり、国全体の製造業の

すがたや製造業活動の状況を明らかにすることを目的としています。

調査結果は国民生活の広い分野で活用されていますが、提出された

調査票は統計以外の目的に使用されることはありませんので、是非

1ご協力をお願いします。なお、後日調査員がお伺いしますので、指
ζ
）定された期日までにお渡し下さるようお願いします。
ヨ

1　　　　昭和51年工業統計調査結果（繊維工業）

繊維製造品出荷額等 県計に占める割合

県　　計 31，233，102万円 100　％

十日町市 8，313，319 26．6
五　泉　市 5，342，409 17．1
見　附　市 5，340，437 17．1

栃　尾　市 3，395，855 10．9
加　茂　市 1，217，324 3．9

その他市町村 7，623，758 24．4
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暮しを見直そう

お返しはやめよう

問
題
提
起

林

美
智

　
昨
年
の
研
修
会
で
、
暮
し
を
見
直

す
こ
と
に
つ
い
て
各
地
域
か
ら
様
々

な
発
表
が
あ
り
ま
し
た
が
、
・
て
の
中

で
川
治
地
区
か
ら
冠
婚
葬
祭
を
考
え

る
と
い
う
意
見
が
出
、
特
に
年
々
豪

華
に
な
っ
て
行
く
、
．
一
日
の
茶
が
話
題

に
な
り
ま
し
に
。

　
し
か
し
、
冠
婚
葬
祭
を
考
え
る
と

い
う
こ
と
は
テ
；
マ
が
大
き
す
ぎ
る

た
め
、
日
頃
の
つ
き
あ
い
や
行
事
の

簡
素
化
を
で
き
る
所
か
ら
各
地
で
考

さ
ん
（
川
治
地
区
婦
人
会
長
）

え
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
そ
二
所
＼
　
一
番
簡
素
化
し
や
す
い

と
思
わ
れ
る
「
お
返
し
一
に
つ
い
て

今
回
の
研
修
会
で
考
え
る
事
に
し
た

わ
け
で
す
、

　
現
実
に
人
そ
れ
・
て
れ
の
考
え
方
も

違
い
、
今
ま
で
行
わ
れ
て
き
た
事
を

変
え
る
事
は
と
て
も
難
し
い
事
で
す

が
、
今
日
の
不
況
の
中
、
物
に
頼
っ

た
今
の
考
え
方
を
少
し
で
も
心
の
方

に
引
き
も
ど
す
に
は
良
い
機
会
だ
と

思
い
ま
づ

　
今
回
の
テ
ー
マ
も
、
色
々
な
角
度

か
ら
検
討
す
る
必
要
か
あ
り
ま
す
。

　
例
え
ば
、
お
祝
い
の
時
の
お
返
し
、

悲
し
い
時
の
お
返
し
、
病
気
な
ど
大

変
お
金
が
か
か
り
た
時
の
お
返
し
、

ま
た
、
お
返
し
に
品
物
を
使
わ
な
い

と
し
た
な
ら
、
病
気
が
治
っ
た
時
感

謝
の
気
持
ち
を
ど
ん
な
方
法
で
相
手

に
伝
え
た
ら
仁
い
の
か
、
と
い
う
上

う
に
、

　
物
で
表
わ
さ
な
く
て
も
、
暖
か
い

自
分
の
気
持
ち
や
感
謝
の
心
が
な
ん

と
か
相
手
に
通
じ
る
よ
う
な
方
法
は

な
い
イ
．
・
し
ょ
う
か
。

↓
T
l
～
‡
王
ー
－
楽
素
－
粟
－
柔
ー
－
－
†
i
来
‡
‡
－
‡

　十日町市婦人会連絡協議会（藤田つね子会長）では・去る僧月17日・市民会

館ホールで「暮しを見直そう～お返しを考える」というテーマで研修会を行

った。この研修会は、年々冠婚葬祭など交際が華やかになる中、なんとか改

善できないものかと研究したものです。各地域から集った500人ほどの婦人

が熱ぽい意見交換を行った結果、500円～1，000円位までの病気見舞いについ

ては、お返しをやめることに決めた。

　そこで、今回は当日の意見や講師の話しなどを取り上げてみました。明る

く清潔な十臼町而を築くためにも、南民全体で暮しについて考えてみたいと

思います。

事
例
発
表
①

　
　
　
藤
木
　
　
貞

　
私
達
中
条
小
学
校
区
内
の
婦
人
会

て
は
、
卜
年
ほ
ど
前
に
病
気
見
舞
い

に
対
し
て
の
お
返
し
は
し
な
い
事
を

決
め
、
各
戸
に
チ
ラ
シ
を
配
布
し
、

玄
関
や
茶
の
間
に
貼
り
て
も
ら
い
ま

L
た
．
、

　
そ
の
後
、
失
敗
の
報
告
も
．
．
、
．
．

あ
り
裏
し
た
が
、
気
楽
に
気
．
長
に
こ

の
運
動
を
続
け
た
結
果
、
今
で
は
お

返
し
を
し
な
い
と
い
う
の
が
一
般
常

識
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
、

　
し
か
し
、
こ
の
決
め
事
も
私
達
だ

さ
ん
（
中
条
地
区
婦
人
会
長
）

け
の
狭
い
範
囲
の
た
め
、
そ
れ
以
外

の
人
達
と
の
か
ら
み
が
う
ま
く
行
か

な
い
た
め
、
農
協
婦
人
部
、
婦
人
会
、

地
区
振
興
会
、
公
民
館
が
一
緒
に
な

っ
て
中
条
地
区
の
住
民
目
標
と
し
て

結
婚
式
の
被
露
宴
の
会
費
制
や
お
色

直
し
の
節
約
、
葬
儀
の
簡
素
化
、
病

気
見
舞
い
の
お
返
し
は
し
な
い
を
決

め
ま
し
た
．

　
し
か
し
、
冠
婚
葬
祭
の
簡
素
化
は

難
し
く
、
簡
略
と
い
っ
て
も
無
味
乾

燥
な
や
り
方
を
求
め
る
の
で
は
な
く
、

自
分
の
尺
度
、
自
分
の
考
え
で
事
を

運
べ
る
k
う
に
、
こ
れ
か
ら
の
私
達

の
運
動
の
中
か
ら
育
て
て
行
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
虫
た
、
み
な
さ
ん
と

一
緒
に
考
え
、
話
し
合
う
中
で
、
意

識
を
高
め
、
広
め
て
行
く
事
が
大
事

だ
と
思
い
ま
す
。

養憲

司
　
会

　
市
村
ミ
ツ
イ
さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
水
沢
地
区
婦
人
会
長
）

　
水
沢
の
婦
人
　
私
の
部
落
で
は
十
二
年
前
頃
に
、
お
返
し
な
し
の
話
が

出
て
、
婦
人
会
だ
け
で
な
く
部
落
で
話
し
合
う
よ
う
に
も
っ
て
い
っ
た
結

果
、
二
・
三
年
前
ま
で
は
う
ま
く
行
っ
て
い
た
。

　
し
か
し
、
そ
の
後
ま
た
元
に
も
ど
り
、
今
で
は
全
然
守
ら
れ
て
い
な
い
。

　
下
条
の
婦
人
　
部
落
に
よ
り
お
返
し
な
し
を
決
め
て
い
る
所
が
あ
る
．

し
か
し
、
そ
の
部
落
だ
け
、
そ
の
地
域
だ
け
し
か
通
用
し
な
い
の
で
は
意

味
が
な
い
と
思
う
の
で
、
全
体
で
実
行
す
る
取
り
決
め
と
い
っ
た
も
の
が

ま
し
、
。

　
下
条
の
婦
人
　
今
年
の
四
月
か
ら
結
婚
式
の
カ
ネ
ツ
キ
の
お
手
持
ち
に

つ
い
て
は
、
お
金
か
ら
風
呂
敷
や
タ
オ
ル
な
ど
に
し
よ
う
と
決
め
ま
し
た
。

ま
た
、
引
出
物
に
つ
い
て
も
折
箱
は
つ
け
な
い
。
病
気
見
舞
い
の
お
返
し
は

し
な
い
と
、
そ
れ
ぞ
れ
決
め
ま
し
た
。
大
変
好
評
を
得
て
い
る
の
で
、
こ

れ
か
ら
も
実
行
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
川
治
の
婦
人
　
現
在
や
り
や
す
い
事
か
ら
行
っ
て
い
ま
す
．
お
返
し
の

か
わ
り
に
礼
状
を
出
す
な
ど
、
部
落
の
人
々
が
協
力
し
合
っ
て
い
ま
す
。

　
下
条
の
婦
人
　
四
年
ほ
ど
前
か
ら
、
病
気
見
舞
い
の
お
返
し
は
し
な
い

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
は
じ
め
に
婦
人
会
で
話
を
出
し
、
村
の
常
会
で
決

ま
り
ま
し
た
。
ま
た
、
葬
式
の
際
の
ロ
ー
ソ
ク
、
線
香
に
つ
い
て
も
香
典

に
含
め
香
典
だ
け
に
し
て
い
ま
す
。

　
下
条
の
婦
人
　
私
の
部
落
で
も
以
前
婦
人
会
で
話
が
出
、
部
落
の
常
会

で
話
し
合
わ
れ
た
が
、
結
局
部
落
の
取
り
決
め
に
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
れ
で
も
二
・
三
年
前
ま
で
は
か
な
り
守
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
頃

は
ち
ょ
つ
と
し
た
内
祝
い
に
つ
い
て
も
お
返
し
が
行
わ
れ
る
な
ど
エ
ス
カ

レ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　
吉
田
の
婦
人
　
私
ど
も
婦
人
会
で
は
、
見
舞
い
の
お
返
し
だ
け
で
も
や

め
る
こ
と
を
、
部
落
で
決
め
て
も
ら
い
た
い
と
申
し
入
れ
た
と
こ
ろ
、
そ

う
い
う
事
は
婦
人
の
一
人
岬
人
の
考
え
方
で
処
理
す
べ
き
も
の
で
、
部
落

行
政
で
取
り
上
げ
る
も
の
で
は
な
い
と
言
わ
れ
た
。
確
か
に
自
分
の
尺
度

で
決
め
る
も
の
だ
が
、
婦
人
会
だ
け
で
も
こ
れ
か
ら
話
し
合
っ
て
行
き
た

い
と
思
う
。

　
馬
場
の
婦
人
　
マ
キ
で
決
め
て
簡
素
化
を
進
め
て
い
ま
す
。
お
返
し
に

つ
い
て
は
婦
人
会
で
決
め
て
実
行
し
て
い
ま
す
。

　
大
黒
沢
の
婦
人
　
お
返
し
に
つ
い
て
は
十
年
前
か
ら
廃
止
さ
れ
て
い
ま
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病気見舞いの

事
例
発
表
②

　
　
　
中
林
フ
ミ

　
他
の
地
区
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
主

婦
が
婦
人
会
組
織
に
人
り
て
い
る
よ

う
で
す
が
、
私
達
十
日
町
地
区
で
は

四
分
の
一
位
し
か
会
員
に
な
っ
て
い

な
い
の
が
現
状
で
す
．

　
こ
の
た
め
、
今
ま
で
具
体
的
な
運

さ
ん
（
十
日
町
地
区
婦
人
会
長
）

　
動
を
進
め
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
　
今
回
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
は
、
会

　
員
の
中
で
は
婦
人
会
や
農
協
婦
人
部

組
織
に
と
ど
ま
る
の
で
は
な
く
、
市

全
体
で
話
し
合
い
、
全
市
的
に
つ
き

あ
い
に
つ
い
て
議
会
な
ど
上
の
方
か

ら
決
め
て
は
じ
め
て
な
ん
と
か
守
ら

れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
で

し
た
。

　
み
な
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聞
き
し
　
で
は
い
く
ら
位
に
し
た
ら
よ
い
で
し
…

…
ま
す
と
、
ち
ょ
っ
と
し
た
病
気
の
見
　
よ
う
か
。

…
舞
い
の
お
返
し
に
つ
い
て
は
や
め
よ
　
．
五
百
円
か
ら
千
円
位
ま
で
と
い
う
…

漁
灘
難
鼻
難
…

…
の
際
全
市
的
な
運
動
を
展
開
し
た
い
　
返
し
を
や
め
る
事
を
全
市
の
取
リ
決
…

…
と
考
え
ま
す
が
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
　
め
に
で
き
る
よ
う
努
力
し
た
い
と
思
…

　
賛
成
を
頂
き
ま
し
た
の
で
、
そ
れ
　
い
ま
す
。

す
。
冠
婚
葬
祭
は
年
々
ハ
デ
に
な
っ
て
行
く
が
、
な
ん
と
か
自
粛
し
て
行

き
た
い
。
特
に
結
婚
式
の
会
費
制
は
、
す
っ
き
り
し
て
気
持
ち
が
良
い
と

思
い
ま
す
が
、
年
輩
者
に
は
な
か
な
か
理
解
し
て
も
ら
え
な
い
の
が
現
状

で
す
。

　
下
条
の
婦
人
　
以
前
、
部
落
で
会
費
制
を
決
め
ま
し
た
が
、
そ
の
後
守

ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
親
が
主
催
す
る
の
に
会
費
を
持
っ
て
き
て
ほ

し
い
と
は
書
い
に
く
い
と
い
う
事
で
し
た
。

　
下
条
の
婦
人
　
私
は
自
分
で
ケ
ガ
を
し
、
大
変
み
な
さ
ん
か
ら
お
見
舞

い
を
頂
い
た
が
、
去
年
か
ら
お
返
し
の
問
題
が
話
し
合
わ
れ
て
い
た
の
で
、

ど
う
す
る
か
大
変
悩
み
ま
し
た
。
お
金
と
か
品
物
と
い
う
の
で
は
な
く
、

苗
取
り
や
稲
刈
り
な
ど
と
い
っ
た
少
し
で
も
人
の
手
を
す
け
て
や
る
と
い

う
よ
う
な
気
持
ち
の
お
返
し
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
体
に
十

分
気
を
つ
け
て
、
囲
り
の
方
や
社
会
に
恩
返
し
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　
十
日
町
の
婦
人
　
結
婚
式
の
祝
儀
は
、
ノ
シ
袋
や
末
広
に
も
大
変
お
金

が
か
か
る
の
で
、
相
手
に
と
っ
て
も
会
費
制
の
方
が
有
意
義
の
よ
う
に
思

い
ま
す
。
ま
た
、
葬
式
に
つ
い
て
は
、
町
内
で
色
々
な
取
り
決
め
を
し
、

お
互
い
に
助
け
合
っ
て
い
ま
す
。

〆

　　　　松田鉄夫氏の講演（まとめ）

　辮たて社会のつきあい

　これまでのつきあいは、親分と子分、本家と分

家とい’・た「たて社会」のしきたり、習慣の中で

行われていた。こうした「たて社会一むら社会」

では、人は自分び）置かれた地位により「つきあい」

が制約を受けていたから「1）きあいjについて、

あれこれ悩む必要がなかった。

　また、こうした社会は、生活基盤が同じである運命共同体であった。

例えば「今日は天気が悪い」ということが、自分だけの悲しみではなく

村中の人達の悲しみであったように、利害が一緒であったし、ものの見

方、考え方が同じであった。

　従って相手の事もわか1）やすく、みんなで祝いみんなで弔いをすると

いう相互扶助の精神でつなが’）ていた。このため「！）きあいjがそれほ

ど問題になr）なかったし、悩む必要もなかった。

　纏うすくなったつきあい

　とこ■）が、村に住む人々が経済的に平均化し、移住などにより新しい

知り合いが生まれ、今までの人間関係やしきたりがくずれてくると、た

て社会がくずれ横社会になってくる。

　そび）結果、今までσ）社会からくρ）べると「つきあい」がうすくなって

き、日頃親密に・）きあっていないかr）物を贈一）て自分の気持ちを表わす

ことになる。

　また、今日の変化グ）速い複雑化した社会では、昔のような「一）きあい

び）手本」がなく、自分で判断しなければならないし、また当然責任も出

てくるび）で、そこかド）「つきあい」や「お返し」という問題が出てきて

いると思う。

　雛これからのつきあい

　そこで、今日、若者が結婚式の会費制などドライな、割り切った「つ

きあい」をしている中で、私達年輩者が、今まで面倒をみてやったのだ

かr、老後は当然面倒みてくれといった親子の間でウェットな、恩着せが

ましい「’）きあい」を考えているだけでは問題ではないだろうか。

　バラバラにな・）た地域社会の中で、私達はどう結び合い、どう地域社

会を創り出して行くのかということまで考えて行かないと、これからの

し）きあい」はうまく行かないと思う。

　そこがあってはじめて「できることからやって行こう」「病気見舞い

び）お返しはやめよう」という問題を論じるべきではないだろうか。

　例えぱ、私び）場合、兄弟や親類σ）問の・）きあいは金銭的にもお互いに

助け合うか、一般び）・）きあいはできるだけ自分び）気持ちを届けるだけに

前十日町実業

　するように害lll）切っている。

　　　　　　　　0講師紹介
1　　　　　　　　　　県立巻青少年研究センター指導員

1　　　　高校教員r鱈と過疎」編集
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暮しを見直そう

お返しはやめよう

問
題
提
起

林

美
智

　
昨
年
の
研
修
会
で
、
暮
し
を
見
直

す
こ
と
に
つ
い
て
各
地
域
か
ら
様
々

な
発
表
が
あ
り
ま
し
た
が
、
・
て
の
中

で
川
治
地
区
か
ら
冠
婚
葬
祭
を
考
え

る
と
い
う
意
見
が
出
、
特
に
年
々
豪

華
に
な
っ
て
行
く
、
．
一
日
の
茶
が
話
題

に
な
り
ま
し
に
。

　
し
か
し
、
冠
婚
葬
祭
を
考
え
る
と

い
う
こ
と
は
テ
；
マ
が
大
き
す
ぎ
る

た
め
、
日
頃
の
つ
き
あ
い
や
行
事
の

簡
素
化
を
で
き
る
所
か
ら
各
地
で
考

さ
ん
（
川
治
地
区
婦
人
会
長
）

え
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
そ
二
所
＼
　
一
番
簡
素
化
し
や
す
い

と
思
わ
れ
る
「
お
返
し
一
に
つ
い
て

今
回
の
研
修
会
で
考
え
る
事
に
し
た

わ
け
で
す
、

　
現
実
に
人
そ
れ
・
て
れ
の
考
え
方
も

違
い
、
今
ま
で
行
わ
れ
て
き
た
事
を

変
え
る
事
は
と
て
も
難
し
い
事
で
す

が
、
今
日
の
不
況
の
中
、
物
に
頼
っ

た
今
の
考
え
方
を
少
し
で
も
心
の
方

に
引
き
も
ど
す
に
は
良
い
機
会
だ
と

思
い
ま
づ

　
今
回
の
テ
ー
マ
も
、
色
々
な
角
度

か
ら
検
討
す
る
必
要
か
あ
り
ま
す
。

　
例
え
ば
、
お
祝
い
の
時
の
お
返
し
、

悲
し
い
時
の
お
返
し
、
病
気
な
ど
大

変
お
金
が
か
か
り
た
時
の
お
返
し
、

ま
た
、
お
返
し
に
品
物
を
使
わ
な
い

と
し
た
な
ら
、
病
気
が
治
っ
た
時
感

謝
の
気
持
ち
を
ど
ん
な
方
法
で
相
手

に
伝
え
た
ら
仁
い
の
か
、
と
い
う
上

う
に
、

　
物
で
表
わ
さ
な
く
て
も
、
暖
か
い

自
分
の
気
持
ち
や
感
謝
の
心
が
な
ん

と
か
相
手
に
通
じ
る
よ
う
な
方
法
は

な
い
イ
．
・
し
ょ
う
か
。

↓
T
l
～
‡
王
ー
－
楽
素
－
粟
－
柔
ー
－
－
†
i
来
‡
‡
－
‡

　十日町市婦人会連絡協議会（藤田つね子会長）では・去る僧月17日・市民会

館ホールで「暮しを見直そう～お返しを考える」というテーマで研修会を行

った。この研修会は、年々冠婚葬祭など交際が華やかになる中、なんとか改

善できないものかと研究したものです。各地域から集った500人ほどの婦人

が熱ぽい意見交換を行った結果、500円～1，000円位までの病気見舞いについ

ては、お返しをやめることに決めた。

　そこで、今回は当日の意見や講師の話しなどを取り上げてみました。明る

く清潔な十臼町而を築くためにも、南民全体で暮しについて考えてみたいと

思います。

事
例
発
表
①

　
　
　
藤
木
　
　
貞

　
私
達
中
条
小
学
校
区
内
の
婦
人
会

て
は
、
卜
年
ほ
ど
前
に
病
気
見
舞
い

に
対
し
て
の
お
返
し
は
し
な
い
事
を

決
め
、
各
戸
に
チ
ラ
シ
を
配
布
し
、

玄
関
や
茶
の
間
に
貼
り
て
も
ら
い
ま

L
た
．
、

　
そ
の
後
、
失
敗
の
報
告
も
．
．
、
．
．

あ
り
裏
し
た
が
、
気
楽
に
気
．
長
に
こ

の
運
動
を
続
け
た
結
果
、
今
で
は
お

返
し
を
し
な
い
と
い
う
の
が
一
般
常

識
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
、

　
し
か
し
、
こ
の
決
め
事
も
私
達
だ

さ
ん
（
中
条
地
区
婦
人
会
長
）

け
の
狭
い
範
囲
の
た
め
、
そ
れ
以
外

の
人
達
と
の
か
ら
み
が
う
ま
く
行
か

な
い
た
め
、
農
協
婦
人
部
、
婦
人
会
、

地
区
振
興
会
、
公
民
館
が
一
緒
に
な

っ
て
中
条
地
区
の
住
民
目
標
と
し
て

結
婚
式
の
被
露
宴
の
会
費
制
や
お
色

直
し
の
節
約
、
葬
儀
の
簡
素
化
、
病

気
見
舞
い
の
お
返
し
は
し
な
い
を
決

め
ま
し
た
．

　
し
か
し
、
冠
婚
葬
祭
の
簡
素
化
は

難
し
く
、
簡
略
と
い
っ
て
も
無
味
乾

燥
な
や
り
方
を
求
め
る
の
で
は
な
く
、

自
分
の
尺
度
、
自
分
の
考
え
で
事
を

運
べ
る
k
う
に
、
こ
れ
か
ら
の
私
達

の
運
動
の
中
か
ら
育
て
て
行
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
虫
た
、
み
な
さ
ん
と

一
緒
に
考
え
、
話
し
合
う
中
で
、
意

識
を
高
め
、
広
め
て
行
く
事
が
大
事

だ
と
思
い
ま
す
。

養憲

司
　
会

　
市
村
ミ
ツ
イ
さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
水
沢
地
区
婦
人
会
長
）

　
水
沢
の
婦
人
　
私
の
部
落
で
は
十
二
年
前
頃
に
、
お
返
し
な
し
の
話
が

出
て
、
婦
人
会
だ
け
で
な
く
部
落
で
話
し
合
う
よ
う
に
も
っ
て
い
っ
た
結

果
、
二
・
三
年
前
ま
で
は
う
ま
く
行
っ
て
い
た
。

　
し
か
し
、
そ
の
後
ま
た
元
に
も
ど
り
、
今
で
は
全
然
守
ら
れ
て
い
な
い
。

　
下
条
の
婦
人
　
部
落
に
よ
り
お
返
し
な
し
を
決
め
て
い
る
所
が
あ
る
．

し
か
し
、
そ
の
部
落
だ
け
、
そ
の
地
域
だ
け
し
か
通
用
し
な
い
の
で
は
意

味
が
な
い
と
思
う
の
で
、
全
体
で
実
行
す
る
取
り
決
め
と
い
っ
た
も
の
が

ま
し
、
。

　
下
条
の
婦
人
　
今
年
の
四
月
か
ら
結
婚
式
の
カ
ネ
ツ
キ
の
お
手
持
ち
に

つ
い
て
は
、
お
金
か
ら
風
呂
敷
や
タ
オ
ル
な
ど
に
し
よ
う
と
決
め
ま
し
た
。

ま
た
、
引
出
物
に
つ
い
て
も
折
箱
は
つ
け
な
い
。
病
気
見
舞
い
の
お
返
し
は

し
な
い
と
、
そ
れ
ぞ
れ
決
め
ま
し
た
。
大
変
好
評
を
得
て
い
る
の
で
、
こ

れ
か
ら
も
実
行
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
川
治
の
婦
人
　
現
在
や
り
や
す
い
事
か
ら
行
っ
て
い
ま
す
．
お
返
し
の

か
わ
り
に
礼
状
を
出
す
な
ど
、
部
落
の
人
々
が
協
力
し
合
っ
て
い
ま
す
。

　
下
条
の
婦
人
　
四
年
ほ
ど
前
か
ら
、
病
気
見
舞
い
の
お
返
し
は
し
な
い

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
は
じ
め
に
婦
人
会
で
話
を
出
し
、
村
の
常
会
で
決

ま
り
ま
し
た
。
ま
た
、
葬
式
の
際
の
ロ
ー
ソ
ク
、
線
香
に
つ
い
て
も
香
典

に
含
め
香
典
だ
け
に
し
て
い
ま
す
。

　
下
条
の
婦
人
　
私
の
部
落
で
も
以
前
婦
人
会
で
話
が
出
、
部
落
の
常
会

で
話
し
合
わ
れ
た
が
、
結
局
部
落
の
取
り
決
め
に
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
れ
で
も
二
・
三
年
前
ま
で
は
か
な
り
守
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
頃

は
ち
ょ
つ
と
し
た
内
祝
い
に
つ
い
て
も
お
返
し
が
行
わ
れ
る
な
ど
エ
ス
カ

レ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　
吉
田
の
婦
人
　
私
ど
も
婦
人
会
で
は
、
見
舞
い
の
お
返
し
だ
け
で
も
や

め
る
こ
と
を
、
部
落
で
決
め
て
も
ら
い
た
い
と
申
し
入
れ
た
と
こ
ろ
、
そ

う
い
う
事
は
婦
人
の
一
人
岬
人
の
考
え
方
で
処
理
す
べ
き
も
の
で
、
部
落

行
政
で
取
り
上
げ
る
も
の
で
は
な
い
と
言
わ
れ
た
。
確
か
に
自
分
の
尺
度

で
決
め
る
も
の
だ
が
、
婦
人
会
だ
け
で
も
こ
れ
か
ら
話
し
合
っ
て
行
き
た

い
と
思
う
。

　
馬
場
の
婦
人
　
マ
キ
で
決
め
て
簡
素
化
を
進
め
て
い
ま
す
。
お
返
し
に

つ
い
て
は
婦
人
会
で
決
め
て
実
行
し
て
い
ま
す
。

　
大
黒
沢
の
婦
人
　
お
返
し
に
つ
い
て
は
十
年
前
か
ら
廃
止
さ
れ
て
い
ま
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病気見舞いの

事
例
発
表
②

　
　
　
中
林
フ
ミ

　
他
の
地
区
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
主

婦
が
婦
人
会
組
織
に
人
り
て
い
る
よ

う
で
す
が
、
私
達
十
日
町
地
区
で
は

四
分
の
一
位
し
か
会
員
に
な
っ
て
い

な
い
の
が
現
状
で
す
．

　
こ
の
た
め
、
今
ま
で
具
体
的
な
運

さ
ん
（
十
日
町
地
区
婦
人
会
長
）

　
動
を
進
め
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
　
今
回
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
は
、
会

　
員
の
中
で
は
婦
人
会
や
農
協
婦
人
部

組
織
に
と
ど
ま
る
の
で
は
な
く
、
市

全
体
で
話
し
合
い
、
全
市
的
に
つ
き

あ
い
に
つ
い
て
議
会
な
ど
上
の
方
か

ら
決
め
て
は
じ
め
て
な
ん
と
か
守
ら

れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
で

し
た
。

　
み
な
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聞
き
し
　
で
は
い
く
ら
位
に
し
た
ら
よ
い
で
し
…

…
ま
す
と
、
ち
ょ
っ
と
し
た
病
気
の
見
　
よ
う
か
。

…
舞
い
の
お
返
し
に
つ
い
て
は
や
め
よ
　
．
五
百
円
か
ら
千
円
位
ま
で
と
い
う
…

漁
灘
難
鼻
難
…

…
の
際
全
市
的
な
運
動
を
展
開
し
た
い
　
返
し
を
や
め
る
事
を
全
市
の
取
リ
決
…

…
と
考
え
ま
す
が
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
　
め
に
で
き
る
よ
う
努
力
し
た
い
と
思
…

　
賛
成
を
頂
き
ま
し
た
の
で
、
そ
れ
　
い
ま
す
。

す
。
冠
婚
葬
祭
は
年
々
ハ
デ
に
な
っ
て
行
く
が
、
な
ん
と
か
自
粛
し
て
行

き
た
い
。
特
に
結
婚
式
の
会
費
制
は
、
す
っ
き
り
し
て
気
持
ち
が
良
い
と

思
い
ま
す
が
、
年
輩
者
に
は
な
か
な
か
理
解
し
て
も
ら
え
な
い
の
が
現
状

で
す
。

　
下
条
の
婦
人
　
以
前
、
部
落
で
会
費
制
を
決
め
ま
し
た
が
、
そ
の
後
守

ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
親
が
主
催
す
る
の
に
会
費
を
持
っ
て
き
て
ほ

し
い
と
は
書
い
に
く
い
と
い
う
事
で
し
た
。

　
下
条
の
婦
人
　
私
は
自
分
で
ケ
ガ
を
し
、
大
変
み
な
さ
ん
か
ら
お
見
舞

い
を
頂
い
た
が
、
去
年
か
ら
お
返
し
の
問
題
が
話
し
合
わ
れ
て
い
た
の
で
、

ど
う
す
る
か
大
変
悩
み
ま
し
た
。
お
金
と
か
品
物
と
い
う
の
で
は
な
く
、

苗
取
り
や
稲
刈
り
な
ど
と
い
っ
た
少
し
で
も
人
の
手
を
す
け
て
や
る
と
い

う
よ
う
な
気
持
ち
の
お
返
し
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
体
に
十

分
気
を
つ
け
て
、
囲
り
の
方
や
社
会
に
恩
返
し
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　
十
日
町
の
婦
人
　
結
婚
式
の
祝
儀
は
、
ノ
シ
袋
や
末
広
に
も
大
変
お
金

が
か
か
る
の
で
、
相
手
に
と
っ
て
も
会
費
制
の
方
が
有
意
義
の
よ
う
に
思

い
ま
す
。
ま
た
、
葬
式
に
つ
い
て
は
、
町
内
で
色
々
な
取
り
決
め
を
し
、

お
互
い
に
助
け
合
っ
て
い
ま
す
。

〆

　　　　松田鉄夫氏の講演（まとめ）

　辮たて社会のつきあい

　これまでのつきあいは、親分と子分、本家と分

家とい’・た「たて社会」のしきたり、習慣の中で

行われていた。こうした「たて社会一むら社会」

では、人は自分び）置かれた地位により「つきあい」

が制約を受けていたから「1）きあいjについて、

あれこれ悩む必要がなかった。

　また、こうした社会は、生活基盤が同じである運命共同体であった。

例えば「今日は天気が悪い」ということが、自分だけの悲しみではなく

村中の人達の悲しみであったように、利害が一緒であったし、ものの見

方、考え方が同じであった。

　従って相手の事もわか1）やすく、みんなで祝いみんなで弔いをすると

いう相互扶助の精神でつなが’）ていた。このため「！）きあいjがそれほ

ど問題になr）なかったし、悩む必要もなかった。

　纏うすくなったつきあい

　とこ■）が、村に住む人々が経済的に平均化し、移住などにより新しい

知り合いが生まれ、今までの人間関係やしきたりがくずれてくると、た

て社会がくずれ横社会になってくる。

　そび）結果、今までσ）社会からくρ）べると「つきあい」がうすくなって

き、日頃親密に・）きあっていないかr）物を贈一）て自分の気持ちを表わす

ことになる。

　また、今日の変化グ）速い複雑化した社会では、昔のような「一）きあい

び）手本」がなく、自分で判断しなければならないし、また当然責任も出

てくるび）で、そこかド）「つきあい」や「お返し」という問題が出てきて

いると思う。

　雛これからのつきあい

　そこで、今日、若者が結婚式の会費制などドライな、割り切った「つ

きあい」をしている中で、私達年輩者が、今まで面倒をみてやったのだ

かr、老後は当然面倒みてくれといった親子の間でウェットな、恩着せが

ましい「’）きあい」を考えているだけでは問題ではないだろうか。

　バラバラにな・）た地域社会の中で、私達はどう結び合い、どう地域社

会を創り出して行くのかということまで考えて行かないと、これからの

し）きあい」はうまく行かないと思う。

　そこがあってはじめて「できることからやって行こう」「病気見舞い

び）お返しはやめよう」という問題を論じるべきではないだろうか。

　例えぱ、私び）場合、兄弟や親類σ）問の・）きあいは金銭的にもお互いに

助け合うか、一般び）・）きあいはできるだけ自分び）気持ちを届けるだけに

前十日町実業

　するように害lll）切っている。

　　　　　　　　0講師紹介
1　　　　　　　　　　県立巻青少年研究センター指導員

1　　　　高校教員r鱈と過疎」編集
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飲
酒
運
転
追
放
・
ス
ピ
ー
ド
一
割
ダ
ウ
ン

　
　
　
　
　
冬
の
交
通
事
故
防
止
運
動

　
毎
年
こ
の
シ
ー
ズ
ン
は
、
積
雪
、
凍
結
に
よ
る
道
路
条
件
の
悪
化
や
、
年

末
年
始
に
よ
る
過
労
運
転
、
飲
酒
運
転
の
増
加
な
ど
か
ら
重
大
交
通
事
故
が

多
発
し
て
い
ま
す
．

　
．
あ
た
め
市
交
通
安
全
対
策
会
議
及
び
関
係
団
体
で
は
、
十
二
月
十
一
日

か
ら
明
年
一
月
十
日
ま
で
を
、
冬
の
交
通
事
故
防
止
運
動
期
間
と
し
て
市
民

総
ぐ
る
み
で
交
通
事
故
の
根
絶
を
は
か
り
ま
す
。

　
運
動
の
重
点
事
項

■
飲
酒
運
転
の
防
止
（
期
間
中
の
酒
酔
運
転
者
の
氏
名
を
市
報
、
地
元
新
聞

等
に
公
表
し
、
正
し
い
社
会
慣
習
を
確
立
す
る
）

■
ス
リ
ッ
プ
事
故
の
防
止
（
ス
ノ
ー
タ
イ
ヤ
・
チ
ェ
ー
ン
の
装
着
、
ス
ピ
ー

ド
一
割
ダ
ウ
ン
運
転
の
励
行
、
車
間
距
離
の
保
持
を
呼
び
か
け
る
）

■
夜
間
事
故
の
防
止
（
夜
間
事
故
多
発
区
間
の
交
通
安
全
施
設
の
点
検
と
と

も
に
、
歩
行
者
が
見
や
す
い
服
装
で
外
出
す
る
よ
う
指
導
す
る
）

■
踏
切
事
故
防
止
（
踏
切
及
び
踏
切
周
辺
の
除
雪
の
徹
底
と
と
も
に
、
車
輔

が
必
ず
一
旦
停
止
し
、
左
右
の
安
全
確
認
を
す
る
）

■
違
法
駐
車
の
排
除
（
道
路
に
車
輔
を
放
置
し
な
い
よ
う
呼
び
か
け
る
と
と

も
に
駐
車
違
反
の
取
締
り
強
化
）

市
㌶
鷲
鎚
炎
炎
蓑
嚢
炎
象
■

⊃○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

連絡先／市公民館（費7－50H）もよりの公民館、市教育委員会（費7－3Hl）

博
物
館
資
料
寄
贈
（
託
）
者
名
簿
（
8
月
～
1
1
月
）

馬小高山樋馬尾石大水小藤根岩柳鐙高春山山中風
場川田口熊場身沢熊落林木津田　局島川口口町間
　松　　　　　ス　　　倉市寅幸小
久太米芳茂富ミミ音ト竜之兵二次学部礼誠誠君一
壱郎蔵雅…・久ノェ松ク松助衛郎郎校落朗士一枝則
ヘ　 パ　 パ　 ハ　 パ　 パ　 パ　 　　 パ　 バヤ　パ　 ハ　 パ　 　　 　　　　　　　 　　だペパ　 プ　　

ハ

斬栄四泉中魚　津上宇中轟本小吉　　赤中ド山仙長
潟昌精鉢南男条町毘　悉条之
市町四町島川　町原沢島木二泉谷　　倉り根山里）　 ）　 ）　 ）　 ）　 ）　 ）　 〉　 ）　 ）　 ）　 ）　 ）　 ヤ「　）　　　　　　　　）　）　）　 ）　 ）

佐根樋根庭酒遠高中柳林宮宮柳富酒小蕪水須徳徳
藤津口津野井田橋川　　沢沢　井井海木落藤永永
　　　　　　　　　　　　　　 ＿　錬
態政喜幸泰通誠利光盛ト繁忠宗清局直、吉誠重芳

右治一雄明一・也男忍久ミ輝吉平道吉一郎…也光雄
パ　パ　パ　ハ　パ　パ　パ　パ　パ　 ヘ　ハ　パ　パ　ハ　ハ　ハ　ハ　で　 パ　　　　

当西谷八本本山高新北小小小吉六吉名新四漉中船船
浦内鴫町　鐙黒黒騰臥田日条

胆尊丑坦じこ杢懲麿塗丞丞鯉査葦経巴堕野量墾磐

新鋭の交通安全指導車

　このほど而環境課では

新鋭の交通安全指導車を

備えました。これは東京

溜上火災が寄付してくれ

たもので赤色回転燈や広
報設備が整っています。

交通違反件数調べ

種
別　

　
月

無
免
許
酒
酔

酒
気
帯

ス
ピ
2
ド

信
号
無
視

踏
切
不

駐
停
車

定
員
外

そ
の
他

計

1～3 6 5 18 2 4 0 107 7 12 161

4～6 13 5 49 311 14 23 82 14 90 601

7～9 13 2 30 224 20 12 43 21 133 498

計 32 12 97 537 38 35 232 42 235 1，260

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

　
　
　
　
　
　
　
登
載
申
講
書
の
提
出
を

　
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
施

行
令
第
、
二
条
の
規
定
に
よ
る
農
業
委

員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
を
、
一
月
一

日
現
在
で
調
整
し
ま
す
の
て
＼
十
ア

ー
ル
以
上
の
農
地
を
耕
作
し
て
い
る

世
帯
で
、
次
に
該
当
し
て
い
る
人
は

も
れ
な
く
申
請
し
て
ド
さ
い
。

①
十
日
町
市
に
住
所
が
あ
り
、
昭
和

五
十
三
年
三
月
三
↑
一
日
（
選
挙
人

名
簿
確
定
の
期
日
）
で
満
二
十
歳
以

上
（
昭
和
三
卜
三
年
四
月
一
日
以
前

に
生
ま
れ
た
人
）
で
あ
る
こ
と
。

②
十
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
（
田
・
畑
）

に
つ
き
耕
作
の
業
務
を
営
む
経
営
主

③
②
の
同
居
の
親
族
ま
た
は
、
そ
の

配
偶
者
で
年
間
お
お
む
ね
六
十
日
以

上
耕
作
に
従
事
し
て
い
る
人

　
申
請
書
用
紙
は
、
農
事
連
絡
員
を

通
じ
て
配
布
し
ま
す
の
で
、
必
要
事

項
を
記
入
し
、
一
月
モ
目
ま
で
に
提

出
し
て
ド
さ
い
、

市
撮
轡
繍
肇

　
　
屋
概
儀
礁
撫
顔
完
了

　
九
月
か
ら
屋
根
ふ
き
か
え
工
事
の

た
め
休
館
し
て
い
た
市
民
体
育
館
は
、

こ
の
ほ
ど
千
八
百
万
円
で
修
繕
工
事

が
完
了
。
卜
二
月
十
二
日
～
明
年
三

月
三
十
一
日
ま
で
、
、
次
の
時
間
割
で

使
用
を
再
開
し
ま
す
．

　
な
お
、
使
用
の
前
後
に
は
必
ず
、

当
直
者
に
届
け
出
、
時
間
内
に
清
掃

を
し
て
下
さ
い
。

輔
脚

午
後
5
時
半

　
～
7
時
半

午
後
7
時
半

　
～
9
時
半

月

バ
ト
ミ
ン
ト
ン

卓
　
球

火

庭
　
球

籠
球
・
排
球

水

ア
ー
チ
ェ
リ
ー

バ
ト
ミ
ン
ト
ン

木

籠
球
・
排
球

金

卓
球
・
野
球

土

野
　
球

庭
　
球

　
※
第
二
火
曜
日
後
半
は
青
年
学
級
で

　
　
使
用
し
ま
す
。

年
末
年
始
の
市
役
所
業
務

　
市
役
所
で
は
、
十
二
月
二
十
九
日

（
木
）
～
一
月
三
日
（
火
）
ま
で
平
常
業

務
は
休
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
た

だ
し
、
市
民
課
、
会
計
課
、
税
務
課

の
窓
口
業
務
は
、
二
十
九
日
・
．
二
↑

日
も
行
い
ま
す
の
で
．
こ
利
用
下
さ
い
。

年
末
年
始
の
ご
み
収
集

　
衛
生
施
設
組
合
で
は
、
年
末
年
始

の
ご
み
収
集
を
次
の
と
お
り
行
い
ま

す
の
で
、
お
間
違
い
の
な
い
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

十
二
月
二
十
九
日
（
木
）

　
　
木
曜
日
地
区
の
．
こ
み
収
集

十
二
月
三
十
日
（
金
）

　
　
金
曜
日
地
区
の
、
こ
み
収
集

十
二
月
三
十
一
日
（
土
）

　
　
ご
み
収
集
は
し
な
い
が
、
焼
却

　
　
場
は
午
後
三
時
ま
で
投
入
で
き

　
　
ま
す
。

一
月
四
日
（
水
）

　
　
水
曜
日
地
区
の
ご
み
収
集
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水
沢
地
区
は
、
地
域
が
比
較
的
広
く
、
平
場
か
ら
山

問
地
ま
で
二
十
三
の
部
落
が
点
在
し
て
い
ま
す
．
土
市

に
あ
る
地
区
館
と
、
馬
場
、
野
中
、
姿
の
三
つ
の
分
館

が
あ
り
ま
す
。
現
在
地
区
館
は
、
水
沢
出
張
所
と
同
居

で
あ
り
　
ま
た
市
役
所
の

他
の
機
関
も
同
居
し
て

ま
す
．
そ
の
関
係
で
集
会

　
　
　
　
　
　
　
に
使
用

　
　
　
　
⑫

　
　
　
　
　
　
　
で
き
る

民のつながりをめざして

　
　
場
所
が

　
　
飽
の
地

　
　
区
公
民

　
　
館
に
比

　
　
　
べ
限
ら

水
　
れ
て

㊥
　
る
の
が

　
　
　
現
状
で

祭
す
・

　
　
　
う
事
で
、

　
一
方
地
区
文
化
祭
に
つ
い
て
は
、
わ
り
と
余
曝
に
恵

ま
れ
た
現
在
、
こ
の
水
沢
地
区
で
も
各
種
の
グ
ル
！
フ

団
体
が
で
き
て
い
ま
す
。
ま
た
公
民
館
で
も
い
ろ
い
ろ

の
講
座
、
教
室
を
開
い
て
い
ま
す
が
、
な
か
な
か
地
区

　
　
な
ん
と
か
活
動
を
活
発
に
と
言

　
　
　
分
館
事
業
に
力
を
入
れ
て

い
ま
す
が
、
や
は
り
中
心
と
な
る
地

区
館
の
施
設
の
充
実
が
望
ま
れ
ま
す
．

　
雪
と
予
算
の
関
係
で
公
民
館
事
業

よ
、
お
お
む
ね
十
二
月
ま
で
で
終
了

と
な
る
様
や
っ
て
い
ま
す
。
活
動
に

　
　
　
　
　
て
は
、
水
沢

く
　
村
当
時
か
ら
続
い

し
て
い
る
地
罠
体

楽
育
祭
と
、
昨
τ

魯
り
始
め
た
地
区
文

　
　
　
化
祭
を
二
　
び
柱

　
に
、
地
区
民
の
つ
な
が
り
を
め
ざ
し

　
て
い
ま
す
。
．

　
　
地
区
民
体
育
祭
は
、
部
落
対
抗
で

　
老
若
男
女
総
出
で
く
り
ひ
ろ
け
る
競

　
技
や
応
援
は
、
夏
の
風
物
詩
で
あ
り
、

藻韮，

「

の
方
々
か
ら
見
て
も
ら
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
こ
で
文
化
（
芸
能
）
の
面
で
も
、
年

に
一
度
総
合
的
な
団
体
、
グ
ル
ー
プ
の
発
表
の

機
会
を
持
ち
た
い
と
い
う
こ
と
で
　
水
沢
4
学

校
を
会
場
に
、
地
区
文
化
祭
を
昨
年
よ
り
開
催
し

ま
し
た
。

　
第
二
回

目
の
今
年

十
♪
、

月
六
日
旧

に
開
催
し

昨
年
以
上

の
盛
況
で

轟
よ
の
観
賞
し
て
も
ら
い
ま
し
た
．

門
で
は
書
道
、
盆
栽
、

轟
贈
本
運
動
に

　
　
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ー
晶

　
十
日
町
新
聞
社
、
越
路
新
報
社
、

十
日
町
タ
イ
ム
ス
社
の
ご
高
配
に
よ

る
、
公
民
館
設
置
三
十
周
年
を
記
念

し
て
の
公
民
館
に
図
書
を
贈
る
運
動

に
、
大
勢
の
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら

ご
協
力
い
た
だ
き
、
お
か
げ
さ
ま
で

十
一
月
末
日
現
在
で
、
現
金
二
十
万

円
、
延
九
十
八
人
の
方
々
か
ら
二
四

九
〇
冊
の
本
を
公
民
館
に
寄
贈
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
．
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
．
な
お
今
後
も
、
家
庭
で

読
み
終
っ
た
本
で
寄
贈
し
て
い
た
だ

け
る
本
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
も
よ

り
の
地
区
公
民
館
か
十
日
町
市
公
民

館
（
本
館
）
に
お
届
け
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
す
．
又
、
．
こ
連
絡
ド
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
葺
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
直

ば
係
が
取
り
に
参
り
ま
す
。
み
な
さ

ん
の
．
こ
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
つ
ぎ
の
み
な
さ
ん
か
ら
公
民
館
に

本
の
寄
贈
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
〈
敬
称
略
）

　
丸
山
正
和
（
下
条
本
町
）
岩
田
保

（
中
条
旭
ヶ
丘
）
高
橋
勝
（
中
条
八

幡
）
高
田
米
蔵
（
四
日
町
）
斉
木
林

作
（
上
原
）
樋
熊
守
（
中
条
島
）
桑

原
道
子
（
上
町
）
水
落
康
泰
（
妻
有

町
東
）
上
村
直
治
（
馬
場
四
）
北
見

俊
夫
　
保
坂
恵
美
子
（
新
座
）
大
万

書
店
　
越
村
英
子
（
中
町
）
関
口
義

之
助
（
田
中
町
本
通
）
富
田
洋
平

（
山
梨
県
）
庭
野
洋
（
稲
荷
町
二
）

　
　
　
　
　
展
示
作
品
の
文
化
部

　
　
菊
つ
く
り
　
活
花
、
焼
物
、
昔

を
つ
づ
る
写
真
展
と
、
小
学
校
の
教

室
　
っ
ぱ
い
に
展
示
品
が
並
び
ま
し

た
。
ま
た
ス
テ
…
ジ
で
く
り
ひ
ろ
げ

る
芸
能
部
門
で
は
、
う
た
、
お
ど
り

詩
吟
、
三
味
線
と
、
二
十
四
団
体
、

五
十
三
種
目
と
日
程
を
こ
な
す
の
に

大
変
で
し
た
。

　
文
化
祭
を
中
心
に
紹
介
し
ま
し
た

　
　
ま
だ
ま
だ
学
級
や
講
座
も
い
ろ

　
ろ
あ
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
多
く
の
方

の
参
加
を
希
望
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
武
田
〉

　　必らず公給領収証を受け取りましょう
　忘年会や新年会などで、料理店、飲食店、旅館あるいはカフェー・バーなどを

利用になる機会、う二多くなることと思います。その場合10％の料理飲食等消費税

がかかり、お店では税金を受け取ったしるしに公給領収証を渡すことになって

います。これi「よ，みなさんが料金とい・・しょに料理飲食等消費税を納めたしるし

ですかr・必す受け取るようお願いいたします。

　なお・定の金額（免税点〉以下び）飲食や宿泊には税金がかかりません。二の

場合には公給領収証は発行し．主せん．　　　　　　　　　　1・日町財務事務所

　免税点は次のとおりです

区　　　　分 免　　　　　　税　　　　　　点

料　　理　　置
小　料　理　店 な　　　　　　　　　　　　し
ヵフェーバニ
キ　ャ　バ　　レ

旅
　
　
　
館

宿　　　泊

したとき

宿　　　　泊 夜食・間食等 昼　　　食

1泊2食付
1人4000円以下

1人1泊（追加
飲食を含む）合
計額2000円以下

1人1回
2000円以下

宿　　　泊

しないとき

休　　憩　　・　飲　　食

　　　　　1人1回　2000円以下
〆指定料理旅館と婦女の接待等遊興を伴なう、
kときは免税点なし　　　　　　　　　　　　ノ

飲食店・喫茶店 　　　　　1人1回　2000円以下
婦女の接待遊興の伴なうときは免税点なし

仕　　出　　し 1人前　2000円以下

宮
内
喜
平
（
本
町
西
一
）
西
野
孝
輔

（
住
吉
町
）
松
井
行
男
（
寿
町
．
一
）
内

山
吉
晴
（
本
町
五
）
八
島
智
子
（
田

川
町
三
）
根
津
ミ
サ
オ
（
田
川
町
三
）

山
内
与
喜
男
（
本
町
二
）
野
上
書
店

関
口
洵
子
（
泉
町
）
柳
淳
子
（
谷
内

丑
）
宮
沢
正
子
（
新
座
四
）
村
山
書

店
　
渡
辺
し
ず
（
東
京
都
）
岡
元
真

弓
（
田
川
町
三
）
萱
森
姫
さ
の
（
高

田
町
一
）
栗
原
佐
平
（
田
中
町
本
通
）

佐
野
良
吉
（
稲
荷
町
三
）
原
水
協

十
日
町
北
ロ
！
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
　
大

島
敏
夫
（
学
校
町
一
）
生
越
紘
美
（
上

新
田
）
皿
滝
泰
　
樋
口
庫
太
（
高
田

町
三
）
マ
ッ
ム
ラ
薬
局
（
高
田
町
）

大
塚
近
吉
（
学
校
町
）
小
野
塚
喜
政

（
土
市
五
）
柳
協
子
（
田
中
町
）
小
浦

力
（
第
四
銀
行
）
西
野
十
三
夫
（
島
）

児
玉
一
久
（
稲
葉
）
匿
名
十
三
人

　
　
（
七
月
二
十
七
日
か
ら
十
一
月
末

　
　
目
ま
で
。
地
区
公
民
館
に
寄
増

　
　
分
含
）

プ
ー
ク
を
呼
ぶ
会
も
寄
贈

　
こ
の
ほ
ど
プ
ー
ク
を
呼
ぶ
会
（
前

十
日
町
お
や
こ
劇
場
準
備
会
　
栗
田

義
隆
会
長
）
は
、
公
民
館
図
書
室
に

一
万
七
千
四
百
円
相
当
の
児
童
図
書

を
寄
贈
し
ま
し
た
．

　
ハ
ン
タ
ー
に
お
願
い

　
今
年
も
十
一
月
十
五
日
か
ら
狩
猟

解
禁
と
な
り
ま
し
た
が
、
期
問
中
発

砲
に
よ
る
電
話
ケ
ー
ブ
ル
線
故
障
が

多
発
し
て
い
ま
す
の
で
、
電
話
ケ
ー

ブ
ル
周
辺
お
よ
び
ケ
ー
ブ
ル
に
向
っ

て
発
砲
し
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま

す
。
　
　
　
　
（
電
電
公
社
）
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飲
酒
運
転
追
放
・
ス
ピ
ー
ド
一
割
ダ
ウ
ン

　
　
　
　
　
冬
の
交
通
事
故
防
止
運
動

　
毎
年
こ
の
シ
ー
ズ
ン
は
、
積
雪
、
凍
結
に
よ
る
道
路
条
件
の
悪
化
や
、
年

末
年
始
に
よ
る
過
労
運
転
、
飲
酒
運
転
の
増
加
な
ど
か
ら
重
大
交
通
事
故
が

多
発
し
て
い
ま
す
．

　
．
あ
た
め
市
交
通
安
全
対
策
会
議
及
び
関
係
団
体
で
は
、
十
二
月
十
一
日

か
ら
明
年
一
月
十
日
ま
で
を
、
冬
の
交
通
事
故
防
止
運
動
期
間
と
し
て
市
民

総
ぐ
る
み
で
交
通
事
故
の
根
絶
を
は
か
り
ま
す
。

　
運
動
の
重
点
事
項

■
飲
酒
運
転
の
防
止
（
期
間
中
の
酒
酔
運
転
者
の
氏
名
を
市
報
、
地
元
新
聞

等
に
公
表
し
、
正
し
い
社
会
慣
習
を
確
立
す
る
）

■
ス
リ
ッ
プ
事
故
の
防
止
（
ス
ノ
ー
タ
イ
ヤ
・
チ
ェ
ー
ン
の
装
着
、
ス
ピ
ー

ド
一
割
ダ
ウ
ン
運
転
の
励
行
、
車
間
距
離
の
保
持
を
呼
び
か
け
る
）

■
夜
間
事
故
の
防
止
（
夜
間
事
故
多
発
区
間
の
交
通
安
全
施
設
の
点
検
と
と

も
に
、
歩
行
者
が
見
や
す
い
服
装
で
外
出
す
る
よ
う
指
導
す
る
）

■
踏
切
事
故
防
止
（
踏
切
及
び
踏
切
周
辺
の
除
雪
の
徹
底
と
と
も
に
、
車
輔

が
必
ず
一
旦
停
止
し
、
左
右
の
安
全
確
認
を
す
る
）

■
違
法
駐
車
の
排
除
（
道
路
に
車
輔
を
放
置
し
な
い
よ
う
呼
び
か
け
る
と
と

も
に
駐
車
違
反
の
取
締
り
強
化
）

市
㌶
鷲
鎚
炎
炎
蓑
嚢
炎
象
■

⊃○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

連絡先／市公民館（費7－50H）もよりの公民館、市教育委員会（費7－3Hl）

博
物
館
資
料
寄
贈
（
託
）
者
名
簿
（
8
月
～
1
1
月
）

馬小高山樋馬尾石大水小藤根岩柳鐙高春山山中風
場川田口熊場身沢熊落林木津田　局島川口口町間
　松　　　　　ス　　　倉市寅幸小
久太米芳茂富ミミ音ト竜之兵二次学部礼誠誠君一
壱郎蔵雅…・久ノェ松ク松助衛郎郎校落朗士一枝則
ヘ　 パ　 パ　 ハ　 パ　 パ　 パ　 　　 パ　 バヤ　パ　 ハ　 パ　 　　 　　　　　　　 　　だペパ　 プ　　

ハ

斬栄四泉中魚　津上宇中轟本小吉　　赤中ド山仙長
潟昌精鉢南男条町毘　悉条之
市町四町島川　町原沢島木二泉谷　　倉り根山里）　 ）　 ）　 ）　 ）　 ）　 ）　 〉　 ）　 ）　 ）　 ）　 ）　 ヤ「　）　　　　　　　　）　）　）　 ）　 ）

佐根樋根庭酒遠高中柳林宮宮柳富酒小蕪水須徳徳
藤津口津野井田橋川　　沢沢　井井海木落藤永永
　　　　　　　　　　　　　　 ＿　錬
態政喜幸泰通誠利光盛ト繁忠宗清局直、吉誠重芳

右治一雄明一・也男忍久ミ輝吉平道吉一郎…也光雄
パ　パ　パ　ハ　パ　パ　パ　パ　パ　 ヘ　ハ　パ　パ　ハ　ハ　ハ　ハ　で　 パ　　　　

当西谷八本本山高新北小小小吉六吉名新四漉中船船
浦内鴫町　鐙黒黒騰臥田日条

胆尊丑坦じこ杢懲麿塗丞丞鯉査葦経巴堕野量墾磐

新鋭の交通安全指導車

　このほど而環境課では

新鋭の交通安全指導車を

備えました。これは東京

溜上火災が寄付してくれ

たもので赤色回転燈や広
報設備が整っています。

交通違反件数調べ

種
別　

　
月

無
免
許
酒
酔

酒
気
帯

ス
ピ
2
ド

信
号
無
視

踏
切
不

駐
停
車

定
員
外

そ
の
他

計

1～3 6 5 18 2 4 0 107 7 12 161

4～6 13 5 49 311 14 23 82 14 90 601

7～9 13 2 30 224 20 12 43 21 133 498

計 32 12 97 537 38 35 232 42 235 1，260

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

　
　
　
　
　
　
　
登
載
申
講
書
の
提
出
を

　
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
施

行
令
第
、
二
条
の
規
定
に
よ
る
農
業
委

員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
を
、
一
月
一

日
現
在
で
調
整
し
ま
す
の
て
＼
十
ア

ー
ル
以
上
の
農
地
を
耕
作
し
て
い
る

世
帯
で
、
次
に
該
当
し
て
い
る
人
は

も
れ
な
く
申
請
し
て
ド
さ
い
。

①
十
日
町
市
に
住
所
が
あ
り
、
昭
和

五
十
三
年
三
月
三
↑
一
日
（
選
挙
人

名
簿
確
定
の
期
日
）
で
満
二
十
歳
以

上
（
昭
和
三
卜
三
年
四
月
一
日
以
前

に
生
ま
れ
た
人
）
で
あ
る
こ
と
。

②
十
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
（
田
・
畑
）

に
つ
き
耕
作
の
業
務
を
営
む
経
営
主

③
②
の
同
居
の
親
族
ま
た
は
、
そ
の

配
偶
者
で
年
間
お
お
む
ね
六
十
日
以

上
耕
作
に
従
事
し
て
い
る
人

　
申
請
書
用
紙
は
、
農
事
連
絡
員
を

通
じ
て
配
布
し
ま
す
の
で
、
必
要
事

項
を
記
入
し
、
一
月
モ
目
ま
で
に
提

出
し
て
ド
さ
い
、

市
撮
轡
繍
肇

　
　
屋
概
儀
礁
撫
顔
完
了

　
九
月
か
ら
屋
根
ふ
き
か
え
工
事
の

た
め
休
館
し
て
い
た
市
民
体
育
館
は
、

こ
の
ほ
ど
千
八
百
万
円
で
修
繕
工
事

が
完
了
。
卜
二
月
十
二
日
～
明
年
三

月
三
十
一
日
ま
で
、
、
次
の
時
間
割
で

使
用
を
再
開
し
ま
す
．

　
な
お
、
使
用
の
前
後
に
は
必
ず
、

当
直
者
に
届
け
出
、
時
間
内
に
清
掃

を
し
て
下
さ
い
。

輔
脚

午
後
5
時
半

　
～
7
時
半

午
後
7
時
半

　
～
9
時
半

月

バ
ト
ミ
ン
ト
ン

卓
　
球

火

庭
　
球

籠
球
・
排
球

水

ア
ー
チ
ェ
リ
ー

バ
ト
ミ
ン
ト
ン

木

籠
球
・
排
球

金

卓
球
・
野
球

土

野
　
球

庭
　
球

　
※
第
二
火
曜
日
後
半
は
青
年
学
級
で

　
　
使
用
し
ま
す
。

年
末
年
始
の
市
役
所
業
務

　
市
役
所
で
は
、
十
二
月
二
十
九
日

（
木
）
～
一
月
三
日
（
火
）
ま
で
平
常
業

務
は
休
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
た

だ
し
、
市
民
課
、
会
計
課
、
税
務
課

の
窓
口
業
務
は
、
二
十
九
日
・
．
二
↑

日
も
行
い
ま
す
の
で
．
こ
利
用
下
さ
い
。

年
末
年
始
の
ご
み
収
集

　
衛
生
施
設
組
合
で
は
、
年
末
年
始

の
ご
み
収
集
を
次
の
と
お
り
行
い
ま

す
の
で
、
お
間
違
い
の
な
い
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

十
二
月
二
十
九
日
（
木
）

　
　
木
曜
日
地
区
の
．
こ
み
収
集

十
二
月
三
十
日
（
金
）

　
　
金
曜
日
地
区
の
、
こ
み
収
集

十
二
月
三
十
一
日
（
土
）

　
　
ご
み
収
集
は
し
な
い
が
、
焼
却

　
　
場
は
午
後
三
時
ま
で
投
入
で
き

　
　
ま
す
。

一
月
四
日
（
水
）

　
　
水
曜
日
地
区
の
ご
み
収
集

今月の納税…市民税第4期・国民健康保険料策5期（納期限12月16日～26日）

（第3種郵便物認可）昭和52年12月10日
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水
沢
地
区
は
、
地
域
が
比
較
的
広
く
、
平
場
か
ら
山

問
地
ま
で
二
十
三
の
部
落
が
点
在
し
て
い
ま
す
．
土
市

に
あ
る
地
区
館
と
、
馬
場
、
野
中
、
姿
の
三
つ
の
分
館

が
あ
り
ま
す
。
現
在
地
区
館
は
、
水
沢
出
張
所
と
同
居

で
あ
り
　
ま
た
市
役
所
の

他
の
機
関
も
同
居
し
て

ま
す
．
そ
の
関
係
で
集
会

　
　
　
　
　
　
　
に
使
用

　
　
　
　
⑫

　
　
　
　
　
　
　
で
き
る

民のつながりをめざして

　
　
場
所
が

　
　
飽
の
地

　
　
区
公
民

　
　
館
に
比

　
　
　
べ
限
ら

水
　
れ
て

㊥
　
る
の
が

　
　
　
現
状
で

祭
す
・

　
　
　
う
事
で
、

　
一
方
地
区
文
化
祭
に
つ
い
て
は
、
わ
り
と
余
曝
に
恵

ま
れ
た
現
在
、
こ
の
水
沢
地
区
で
も
各
種
の
グ
ル
！
フ

団
体
が
で
き
て
い
ま
す
。
ま
た
公
民
館
で
も
い
ろ
い
ろ

の
講
座
、
教
室
を
開
い
て
い
ま
す
が
、
な
か
な
か
地
区

　
　
な
ん
と
か
活
動
を
活
発
に
と
言

　
　
　
分
館
事
業
に
力
を
入
れ
て

い
ま
す
が
、
や
は
り
中
心
と
な
る
地

区
館
の
施
設
の
充
実
が
望
ま
れ
ま
す
．

　
雪
と
予
算
の
関
係
で
公
民
館
事
業

よ
、
お
お
む
ね
十
二
月
ま
で
で
終
了

と
な
る
様
や
っ
て
い
ま
す
。
活
動
に

　
　
　
　
　
て
は
、
水
沢

く
　
村
当
時
か
ら
続
い

し
て
い
る
地
罠
体

楽
育
祭
と
、
昨
τ

魯
り
始
め
た
地
区
文

　
　
　
化
祭
を
二
　
び
柱

　
に
、
地
区
民
の
つ
な
が
り
を
め
ざ
し

　
て
い
ま
す
。
．

　
　
地
区
民
体
育
祭
は
、
部
落
対
抗
で

　
老
若
男
女
総
出
で
く
り
ひ
ろ
け
る
競

　
技
や
応
援
は
、
夏
の
風
物
詩
で
あ
り
、

藻韮，

「

の
方
々
か
ら
見
て
も
ら
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
こ
で
文
化
（
芸
能
）
の
面
で
も
、
年

に
一
度
総
合
的
な
団
体
、
グ
ル
ー
プ
の
発
表
の

機
会
を
持
ち
た
い
と
い
う
こ
と
で
　
水
沢
4
学

校
を
会
場
に
、
地
区
文
化
祭
を
昨
年
よ
り
開
催
し

ま
し
た
。

　
第
二
回

目
の
今
年

十
♪
、

月
六
日
旧

に
開
催
し

昨
年
以
上

の
盛
況
で

轟
よ
の
観
賞
し
て
も
ら
い
ま
し
た
．

門
で
は
書
道
、
盆
栽
、

轟
贈
本
運
動
に

　
　
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ー
晶

　
十
日
町
新
聞
社
、
越
路
新
報
社
、

十
日
町
タ
イ
ム
ス
社
の
ご
高
配
に
よ

る
、
公
民
館
設
置
三
十
周
年
を
記
念

し
て
の
公
民
館
に
図
書
を
贈
る
運
動

に
、
大
勢
の
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら

ご
協
力
い
た
だ
き
、
お
か
げ
さ
ま
で

十
一
月
末
日
現
在
で
、
現
金
二
十
万

円
、
延
九
十
八
人
の
方
々
か
ら
二
四

九
〇
冊
の
本
を
公
民
館
に
寄
贈
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
．
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
．
な
お
今
後
も
、
家
庭
で

読
み
終
っ
た
本
で
寄
贈
し
て
い
た
だ

け
る
本
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
も
よ

り
の
地
区
公
民
館
か
十
日
町
市
公
民

館
（
本
館
）
に
お
届
け
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
す
．
又
、
．
こ
連
絡
ド
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
葺
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
直

ば
係
が
取
り
に
参
り
ま
す
。
み
な
さ

ん
の
．
こ
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
つ
ぎ
の
み
な
さ
ん
か
ら
公
民
館
に

本
の
寄
贈
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
〈
敬
称
略
）

　
丸
山
正
和
（
下
条
本
町
）
岩
田
保

（
中
条
旭
ヶ
丘
）
高
橋
勝
（
中
条
八

幡
）
高
田
米
蔵
（
四
日
町
）
斉
木
林

作
（
上
原
）
樋
熊
守
（
中
条
島
）
桑

原
道
子
（
上
町
）
水
落
康
泰
（
妻
有

町
東
）
上
村
直
治
（
馬
場
四
）
北
見

俊
夫
　
保
坂
恵
美
子
（
新
座
）
大
万

書
店
　
越
村
英
子
（
中
町
）
関
口
義

之
助
（
田
中
町
本
通
）
富
田
洋
平

（
山
梨
県
）
庭
野
洋
（
稲
荷
町
二
）

　
　
　
　
　
展
示
作
品
の
文
化
部

　
　
菊
つ
く
り
　
活
花
、
焼
物
、
昔

を
つ
づ
る
写
真
展
と
、
小
学
校
の
教

室
　
っ
ぱ
い
に
展
示
品
が
並
び
ま
し

た
。
ま
た
ス
テ
…
ジ
で
く
り
ひ
ろ
げ

る
芸
能
部
門
で
は
、
う
た
、
お
ど
り

詩
吟
、
三
味
線
と
、
二
十
四
団
体
、

五
十
三
種
目
と
日
程
を
こ
な
す
の
に

大
変
で
し
た
。

　
文
化
祭
を
中
心
に
紹
介
し
ま
し
た

　
　
ま
だ
ま
だ
学
級
や
講
座
も
い
ろ

　
ろ
あ
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
多
く
の
方

の
参
加
を
希
望
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
武
田
〉

　　必らず公給領収証を受け取りましょう
　忘年会や新年会などで、料理店、飲食店、旅館あるいはカフェー・バーなどを

利用になる機会、う二多くなることと思います。その場合10％の料理飲食等消費税

がかかり、お店では税金を受け取ったしるしに公給領収証を渡すことになって

います。これi「よ，みなさんが料金とい・・しょに料理飲食等消費税を納めたしるし

ですかr・必す受け取るようお願いいたします。

　なお・定の金額（免税点〉以下び）飲食や宿泊には税金がかかりません。二の

場合には公給領収証は発行し．主せん．　　　　　　　　　　1・日町財務事務所

　免税点は次のとおりです

区　　　　分 免　　　　　　税　　　　　　点

料　　理　　置
小　料　理　店 な　　　　　　　　　　　　し
ヵフェーバニ
キ　ャ　バ　　レ

旅
　
　
　
館

宿　　　泊

したとき

宿　　　　泊 夜食・間食等 昼　　　食

1泊2食付
1人4000円以下

1人1泊（追加
飲食を含む）合
計額2000円以下

1人1回
2000円以下

宿　　　泊

しないとき

休　　憩　　・　飲　　食

　　　　　1人1回　2000円以下
〆指定料理旅館と婦女の接待等遊興を伴なう、
kときは免税点なし　　　　　　　　　　　　ノ

飲食店・喫茶店 　　　　　1人1回　2000円以下
婦女の接待遊興の伴なうときは免税点なし

仕　　出　　し 1人前　2000円以下

宮
内
喜
平
（
本
町
西
一
）
西
野
孝
輔

（
住
吉
町
）
松
井
行
男
（
寿
町
．
一
）
内

山
吉
晴
（
本
町
五
）
八
島
智
子
（
田

川
町
三
）
根
津
ミ
サ
オ
（
田
川
町
三
）

山
内
与
喜
男
（
本
町
二
）
野
上
書
店

関
口
洵
子
（
泉
町
）
柳
淳
子
（
谷
内

丑
）
宮
沢
正
子
（
新
座
四
）
村
山
書

店
　
渡
辺
し
ず
（
東
京
都
）
岡
元
真

弓
（
田
川
町
三
）
萱
森
姫
さ
の
（
高

田
町
一
）
栗
原
佐
平
（
田
中
町
本
通
）

佐
野
良
吉
（
稲
荷
町
三
）
原
水
協

十
日
町
北
ロ
！
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
　
大

島
敏
夫
（
学
校
町
一
）
生
越
紘
美
（
上

新
田
）
皿
滝
泰
　
樋
口
庫
太
（
高
田

町
三
）
マ
ッ
ム
ラ
薬
局
（
高
田
町
）

大
塚
近
吉
（
学
校
町
）
小
野
塚
喜
政

（
土
市
五
）
柳
協
子
（
田
中
町
）
小
浦

力
（
第
四
銀
行
）
西
野
十
三
夫
（
島
）

児
玉
一
久
（
稲
葉
）
匿
名
十
三
人

　
　
（
七
月
二
十
七
日
か
ら
十
一
月
末

　
　
目
ま
で
。
地
区
公
民
館
に
寄
増

　
　
分
含
）

プ
ー
ク
を
呼
ぶ
会
も
寄
贈

　
こ
の
ほ
ど
プ
ー
ク
を
呼
ぶ
会
（
前

十
日
町
お
や
こ
劇
場
準
備
会
　
栗
田

義
隆
会
長
）
は
、
公
民
館
図
書
室
に

一
万
七
千
四
百
円
相
当
の
児
童
図
書

を
寄
贈
し
ま
し
た
．

　
ハ
ン
タ
ー
に
お
願
い

　
今
年
も
十
一
月
十
五
日
か
ら
狩
猟

解
禁
と
な
り
ま
し
た
が
、
期
問
中
発

砲
に
よ
る
電
話
ケ
ー
ブ
ル
線
故
障
が

多
発
し
て
い
ま
す
の
で
、
電
話
ケ
ー

ブ
ル
周
辺
お
よ
び
ケ
ー
ブ
ル
に
向
っ

て
発
砲
し
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま

す
。
　
　
　
　
（
電
電
公
社
）
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青
少
年
に
健
全
な
環
境
を

　
心
身
の
発
達
途
上
に
あ
る
青
少
年

に
、
好
ま
し
く
な
い
影
響
を
与
え
て

い
る
社
会
環
境
を
浄
化
改
善
す
る
た

め
、
県
下
各
地
域
で
環
境
浄
化
活
動

が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
市
で
も
、
こ
の
活
動
の
実
効
を
あ

げ
る
た
め
次
の
と
お
り
合
同
指
導
班

に
よ
り
定
期
的
に
市
内
を
巡
回
指
導

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
．
市
民
の

み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
．
こ
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
問
題
等
を
見
つ
け
ま
し
た

ら
一
言
．
こ
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
環
境
浄
化
指
導
班

中
魚
沼
社
会
福
祉
事
務
所

　
　
　
　
　
　
㊧
七
ー
五
五
二
番

十
日
町
警
察
署

　
　
　
　
　
　
溶
二
－
三
一
七
一
番

十
日
町
市
社
会
福
祉
事
務
所

　
　
　
　
　
　
3
七
－
三
一
二
番

　
指
導
項
目

■
飲
酒
・
喫
煙
の
防
止
、
予
防
活
動

■
有
害
図
書
の
追
放
活
動

■
有
害
広
告
物
の
追
放
活
動

マ
マ
の
D

自
慢
の
お
肉
料
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
募
集
〃
”

　
食
肉
事
業
協
同
組
合
連
合
会
で
は

消
費
者
が
家
庭
で
創
意
工
夫
し
た
経

済
的
で
地
域
色
豊
か
な
「
マ
マ
の
自

慢
の
お
肉
料
理
」
の
作
り
方
を
次
の

と
お
り
募
集
し
て
い
ま
す
。

応
募
条
件
　
①
料
理
材
料
は
牛
肉
ま

た
は
豚
肉
を
主
体
と
す
る
こ
と
②
一

般
家
庭
で
手
軽
に
調
理
で
き
る
経
済

　　果物のワックスとカビ防止剤

○ワックスとカビ防止剤

　国産のかんきつ類には、ほとん

どが“バラオキシ安息香酸工ステ

聯瓢蘇蔽　・覧、夢
前者は果肉まで浸透することはな

いとされています。後者はほとんど皮にとどまっています

が、ほんのわずかな量（O～2F伽）ですが、可食部でも検

出されています。また、長くもつようにワックス処理がさ

れています。かんきつ類は普通果肉を食べるものですが、

ママレードにしたりすると、農薬、防ばい剤、ワックスが

溶出していることが十分に考えられますので注意が必要で

す。

OミキサーはビタミンCを減少させます

　ミキサーで果物を砕くと急速に酸化が進み、ビタミンC

が減少してしまいます。しかし、みかんのように酸化を防

ぐ力のあるかんきつ類では90％以上のビタミンCが残りま

すが、いちごでは50％ぐらいになってしまいます。

鍋
物
実
習
コ
ー
ナ
ー

（第3種郵便物認可）昭和52年12月10日

的
な
料
理
で
あ
る
こ
と
③
か
た
、
・

i
ス
、
も
も
、
ば
ら
等
の
特
徴
を
上

手
に
調
理
に
生
か
し
た
も
の
④
家
庭

料
理
と
し
て
独
創
性
に
豊
む
も
の
⑤

地
域
の
特
色
を
上
手
に
料
理
に
生
か

し
た
も
の

応
募
期
限
　
十
二
月
下
旬

そ
の
他
　
応
募
方
法
等
詳
し
く
は
、

市
商
工
課
へ

停
電
の
お
知
ら
せ

　
▼
十
二
月
十
六
日
　
午
前
八
時
半

　　食卓を豊かにする料理展

　十日町・中魚沼調理師会では、去る11月27日市

民会館ホワイエを会場に「食卓を豊かにする料理

展」を開催。オードプルや皿盛など、40点もの力

作に、訪れた市民は「おいしそう」を連発してい

た。また、料理実習コーナーでは板前さんの包丁

さばきに感心するとともに、「さっそく夕食に」と

熱心に耳を傾けるお母さんであぷれていた。

～
正
午
，
ま
で
　
中
条
中
町
、
上
町
の

一
部
、
背
戸
、
下
町
、
島
（
旧
道
通

り
）
峠
、
梅
沢
▼
十
二
月
二
十
三
臼

午
前
九
時
～
午
後
一
時
ま
で
　
船
坂

池
沢
、
源
田
、
水
沢
野
中
、
当
間
、

鍬
柄
沢
、
塩
ノ
又
、
辰
ヶ
平

寄
付
あ
り
が
と
う

　
▼
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
十
日
町
第
一

団
一
万
五
千
三
百
七
十
一
円
▼

内
藤
直
義
（
控
木
）
　
千
円
　
▼
十
日

町
ロ
ー
タ
ア
ク
ト
　
五
万
五
千
六
百

、
F

　
国
土
調
査
室
は
、
三
階
西
側
に
位

置
し
、
二
係
十
名
で
つ
ぎ
の
仕
事
を

担
当
し
て
い
ま
す
。

　
調
査
第
一
係
　
地
籍
調
査
計
画
事

務
。
地
籍
調
査
図
、
地
籍
調
査
票
、

地
籍
図
等
の
維
持
管
理
。
地
籍
調
査

の
認
証
に
関
す
る
業
務
。

　
調
査
第
二
係
　
地
籍
調
査
測
量
の

各
基
準
点
及
び
地
籍
測
量
デ
ー
タ
等

の
維
持
管
理
。
現
地
調
査
測
量
業
務
。

　
十
日
町
市
は
、
昭
和
二
十
六
年
施

行
の
国
土
調
査
法
に
基
づ
き
、
昭
和

三
十
四
年
か
ら
地
籍
調
査
を
実
施
し

て
い
ま
す
．
こ
の
地
籍
調
査
は
、
登

二
十
一
円
　
▼
群
馬
県
人
会
　
一
．
一
千

円
　
▼
小
泉
ク
ニ
（
下
条
）
　
千
七
百

円
　
▼
服
部
会
計
事
務
所
　
七
千
五

百
二
十
六
円
　
▼
十
高
生
徒
会
　
五

万
二
千
三
百
六
十
二
円
　
▼
十
目
町

市
美
術
協
会
　
五
万
九
千
八
百
六
十

円
　
▼
高
山
体
育
協
会
　
二
万
円

▼
庭
野
日
敬
　
三
十
万
円
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記
所
備
え
付
け
の
地
図
（
更
正
図
）
、

土
地
登
記
簿
を
基
礎
資
料
と
し
、
毎

筆
の
土
地
の
実
態
を
調
査
測
量
し
て

新
し
い
地
籍
図
と
地
籍
簿
を
作
製
す

る
調
査
で
す
。
す
で
に
川
治
地
区
、

十
日
町
市
街
地
を
除
き
市
内
平
担
部

の
調
査
を
完
了
し
、
四
十
九
年
か
ら

苗
場
山
ろ
く
開
発
事
業
地
域
の
調
査

に
着
手
、
本
年
度
で
現
地
調
査
を
完

了
す
る
予
定
で
す
。
来
年
度
か
ら
吉

田
地
区
山
林
地
域
の
調
査
を
実
施
す

る
た
め
、
準
備
作
業
に
入
つ
て
い
ま

す
。
こ
の
地
籍
調
査
は
大
切
な
財
産

で
あ
る
土
地
の
調
査
で
す
の
で
、
実

施
地
域
の
皆
さ
ん
の
特
段
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
（
岡
田
国
土
調
査
室
長
）

漣
2
轟

　
○
例
年
と
は
違
い
、
暖
か
い
毎
日

が
続
い
て
い
ま
し
た
が
、
や
は
り
来

る
べ
き
冬
が
来
ま
し
た
。

　
O
紙
面
の
都
合
で
掲
載
が
遅
れ
て

し
ま
い
ま
し
た
が
、
高
島
の
野
上
實

さ
ん
か
ら
川
柳
を
寄
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
龍
宮
へ
根
が
生
え
て
い
る
石
佛

　
山
麓
へ
娘
嫁
り
た
や
待
ち
遠
し

　
球
場
へ
和
を
貴
し
と
信
濃
川

　
白
い
客
謙
信
賜
る
池
の
ダ
ム
に

　
雪
ま
つ
り
宿
の
な
い
の
が
玉
に
傷

／人ロ…50，503人（男24、689・女25、814人）／世帯数…H，949／面積…211、44k㎡（I　I月1日現在）

　
忍
者
め
く
売
子
部
隊
の
ゲ
リ
ラ
戦
勢

　
味
も
佳
し
農
工
商
の
三
杯
酢
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

　
浅
川
原
調
整
地
に
は
、
ま
だ
白
鳥

が
み
ら
れ
な
い
よ
う
で
す
．
　
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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